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相川町が誇る歴史的な文化遺産は数多くあります。その中で最も注目に催するものは金銀山であります。   
これは、相川町を代表する文化遺産であるだけでなく、江戸時代に徳川幕府の政治・経済を支える重要  
な役割を果した我が国を代表する金銀山であります。   
佐渡金山は、すでに日本を代表する鉱山として国内外の高い評価を得ているところです。最盛期であっ  
た1600年代前半は、佐渡の金山が徳川幕府の財政を支えたほどの産金量を記録しています。また、国指定  
の南澤疏水道は当時の鉱山技術が世界的な水準であったことを証明するものです。明治期には西洋の技師  
をむかえその技術導入で近代化をはかり昭和期前半には東洋一の選鉱場の建設もありました。   
これらの遺跡は佐渡金山のシンボルである道遊の割戸周辺に展開するだけでなく、北には2蝕m、南には  
10kmと町内全域に広がりが確認できるほどの範囲です。   
このような鉱山遺跡の現況と歴史的な意義を解明するために、平成11年度から、間歩の位置と現況の分  
布調査を行ないました。調査範囲は相川町全域の広範に及びましたが、関係各位のご協力によって、大き  
な成果をあげつつあります。   
併せて、「寺社調査」を金銀山調査検討準備会で相川地区を調査されたものを地図上に記載いたしました  
ので、同時にその成果をまとめることにしました。鉱山と係わりのある寺社は鉱山都市には重要な役割を  
果していたことは言うまでもありません。寺院については140余の数が現在は32寺と激しい減少で鉱山都市  
の盛衰を物語っています。廃寺についての調査は不明確なものがありますが、位置の確認できたものを地  
図標記されています。今後の鉱山調査に寄与するこものと期待します。   
このたび、相川町内における間歩の分布調査結果と寺社調査を、報告書として刊行することになりました。   
調査はスタートしたばかりで、相川町の鉱山遺跡の全貌を明らかにし、その歴史的意義を解明するため  
には今後の多岐に渡った調査が望まれるところです。この報告を一つの契機とし、今後とも、更に充実し  
た調査を行い、このすばらしい遺跡をより多くの人に伝えるとともに、後世に末長く伝えるように努力し  
たいと思います。   
終わりに、この調査を実施するに当りご尽力いただきました関係者の皆様に深く感謝申し上げます。  
平成15年3月  
相川町教育長  
中 村 正 直   
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・鉱山名   
「佐渡鉱山」「佐渡金山」「相川鉱山」「佐州金銀山」「佐渡相川金銀山」等諸々の記録がある。   
『佐渡金銀山史話』   
「日本の鉱山のうちで佐渡の金銀山ほど国民に親しまれたものはないであろう。それは金銀という  
国民の経済生活に最も関係の深い金属を産したということ、しかも三百年もの長い間日本最大の金銀  
山という地位を保ち、佐渡の土といえば金の異名となったこと、またその舞台が日本海の孤島で、そ  
の風土、伝説、歴史に特殊な浪漫的香りをもつことなどが、「佐渡の金山」として特に親しみ深いもの  
としたのであろう。佐渡金銀山は新潟県佐渡郡相川町を中心とした鉱山であるが、佐渡にはこの相川  
山のほかにその先駆をなす金銀山があって西三川の砂金、鶴子の銀山がそれであった。」   
「佐渡鉱山」は明治元年国有財産になった時からの呼称である。鶴子も含まれ、その後三菱合資会  
社に移管となり金泉、高千地区の鉱山、西三川、新穂の鉱山をも管轄下にして経営された。   
「相川鉱山」と呼んでいるのは相川町誌であり、新聞記事等にも使われている。   
「佐州金銀山」は絵図等に用いている。   
ここでは、相川山は「相川金銀山」とし、他地域（相川町内）の鉱山は地域名で呼ぶことにした。  
佐渡鉱山資料にもとづいたものである。  
・間歩名   
聞歩とは辞書では「鉱山の穴。坑道。」   
『佐渡相川郷土史辞典』  
現代の鉱山の「坑」にあたる。慶長以前は、請負人がすべてで一山を請負ったので、「駒沢山」とか  
「鶴子山」とか山名で呼ばれた。文禄期（1592～95）をむかえて坑道掘りが普及すると、一つの坑を単  
位としての採掘がおこなわれ、その坑が間歩と呼ばれ、間歩を稼ぐ者は金児と呼ばれた。   
それぞれの間歩を山師、金児等稼人の名が付けている場合が多い。つまり請負山の名残かもしれな  
い。今回は案内の小池さんから殆ど教えていただいたものである。坑道が接近しているので、絵図に  
記載されていても、疑いのあるものは省略し空欄とした。  
・所在地   
坑道は鉱脈によって掘削したので、境界には関係なく、また山林は天領であったので明治になって  
払い下げを受けて、それぞれ分割している。次に今回はGPSを使って座標を求めたので若干のずれ  
が生じている。  
・規模   
坑道内に入ることは、保安上から原則として禁じられている、従って立ち入り禁止で封鎖されてい  
る。奥行が不明であるが、開いている坑道は、視距離で表示したものもある。口径の縦、横を計測しcmを  
単位で表示した。形は不規則である、現状を図示した。   
陥没、崩落等によって埋没したものは、斜面が急峻で範囲が明確でなく、計測を省略したことによって  
空欄とした。  
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調 査 の 概 要  
1．目 的   
相川金銀山遺跡は、江戸時代は慶長6年（1601）から明治・大正・昭和、さらには平成元年に及ぶ  
長期間に形成された遺跡である。この間、鉱山発見・江戸初期の大繁栄・中期の停滞・末期の衰退・  
明治の近代化・民間への払い下げ・昭和の大縮小のあったことは凡そ明らかにされているところであ  
るが、一部の遺跡・遣物のみが着目され、その他は時代と共に風化の一途をたどっている。この歴史  
過程を遺跡・遺物の実態に即して、より詳細に金銀山遺跡としての特性を把握し、保存と活用が急が  
れるところである。   
さて、多岐に渡る金銀山遺跡の総合調査に先駆け、江戸時代の絵図等に描かれている間歩の現況が  
どのようなものであるか分布調査を行い、金山の稼働状況やその繁栄ぶりを解明することにした。  
（1）佐渡金山遺跡に存在する坑道や露頭掘など、採鉱に関連する遺跡の分布調査により、その正確  
な位置を確認する。  
（2）間歩の入口を計測し、整理番号を付け写真撮影を行なう。  
（3）現地踏査で確認の坑道採掘跡・露頭採掘跡・構造物跡などの遺跡分布を地形測量図（1／1000）  
に作成する。  
（4）調査を行った坑道採掘跡や露頭採掘跡について、個別に調査票作成を行なった。   
今回の調査は、相川町教育委員会と佐渡金銀山遺跡調査検討準備会とが協力して実施された。現地  
踏査には上林章造（佐渡金銀山遺跡調査検討準備会）斎藤本恭（相川町教育委員会）が担当し、現地  
案内人と調査補助員1名で行なった。   
現地踏査は、落葉が進み山の視界が開ける時期に合わせて、相川地区は平成11年11月8日から一カ  
月間と平成12年3月24日から26日にかけて、ゴールデン佐渡㈱の協力を得て従業員小池勝氏と池田満  
氏の補助のもとに行なわれた。   
高千地区は平成12年12月より北田野浦鉱山から調査を開始した。案内人は戦前に当鉱山で働いた経  
験者の斎藤幸作氏にお願いした。同年12月7日からは立島鉱山を調査することにし、地域の事情に詳  
しい北立島の本間保夫氏に、12月20日からの入川鉱山は山岡亨氏にそれぞれ案内をお願いした。鹿野  
浦地区は地形が急峻なことに加え、現地に詳しい適任者がいなかったので、平成13年3月20日補助員  
に鎌田直治氏をお願いして地図を頼りに調査を行なった。   
金泉地区は平成13年3月28日から北秋・達者・戸地・小川と調査にはいった、現地案内人に杉山澄  
夫（北狭）・池田満（達者）・山本平一（戸地）の三氏にそれぞれお願いした。   
本調査により、地形図に坑道採掘跡・露頭採掘跡・構造物跡等の位置を記した図面と、間歩調査票  
を作成した。   
2．調査方法   
金銀山遺跡の間歩分布調査は、当該町村別に行なったため、江戸時代の絵図や平成元年まで産金に  
携わっていた職員がいるゴールデン佐渡㈱等の存在が、相川町での調査を容易にし、他町村に先駆け  
間歩調査の報告書刊行に至った。   
調査は、相川町内における採掘跡の分布を確かめることを目的として行なわれた。まず1／5000地  
形図と江戸時代の絵図をもとに現地調査を行い地図上にその位置を記録した。整理番号を小標示板に  
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記入し、採掘跡前に立て現状写真を撮影した。標示板は観光客の目に触れる位置のものは、撮影後撤  
去した。多くは測量業者の日印にそのまま残した。   
調査カードの項目は下記のようにした。  
① 調査記号番号  
② 鉱山名  
③ 所在地  
（動 地図・縮尺  
（9 土地所有者  
⑥ 指定  
⑦ 調査年月日  
（釘 時代  
（釘 構造種別  
⑲ 規模  
⑪ 間歩名  
⑫ 位置座標  
（間歩・露頭掘跡＝1、構造物＝2）  
（相川金銀山・北田野浦鉱山・北立島鉱山・戸中鉱山等）  
（遺跡跡の位置地番）  
（地図番号と縮尺）  
（史跡指定の有無）  
（現地踏査年月日）  
（水平坑・斜坑・立坑、建造物等）  
（縦×横 cm）  
（間歩名の残るもの）  
（測量座標 世界測地系に対応）   
⑬ 現状   
⑭ 立地   
⑮ 参考資料   
⑯ 調査者   
これらの項目のうち。「①調査記号番号」については、「1－21」「2－7」のように示した。前の数  
字の1は間歩・・露頭堀、2は構造物跡の区別、－の彼の数字は調査順の整理番号、更に「1－21－3」  
で－3の数字は一次調査後発見され補充したものである。「②鉱山名」は通称を用いた。「（釘構造種別」  
はほぼ水平に坑道を掘削しているものを水平坑、数十虔傾斜しているものを斜坑、垂直に近いものは  
立坑とした。埋没、封鎖しているものは不明とした。完全性没したものは推定できるものは絵図や周  
辺の状況から判断した。周辺の状況としては、明らかな掘こみが確認できる、其の場所から下にズリ  
が沢山確認でき、間歩から流れ出る排水が確認できる等である。「⑪問歩名」は江戸時代の古絵図等を  
参考に、明らかなもののみ記入した。「⑫位置座標」は踏査により確認できた坑道を測量業者に委託し  
た。（平成14年4月1日より日本測地系から世界測地系に変更になったため、以前に調査したものは座  
標変換をしたもので示す）   
「⑬現状」は坑道の現状を詳細に記録した。「⑭立地」は間歩の近辺の状況を記録することにより、  
その位置を現地で確認するための情報とした。   
3．間歩調査の成果   
平成11年11月8日にはじまった間歩の分布調査では、間歩、露頭採掘跡、施設跡等235ケ所の確認が  
出来た。現地踏査の終了した地区から、業者委託による位置座標を地図に記載した。測量時に新たに  
発見された坑道には補充として枝番号（1－30一策）表示し、調査員が再度確認し記録に留めた。   
殆どの坑道は、稼働後放置されて数百年経過したものや、昭和迄稼働した坑道等多様である。陥没、  
周囲の崩落で坑口の埋没で確認に困難をきたすものが多かった。しかし、岩盤が堅く確りしているの  
で、坑口に堆積物があっても、坑内はきちんと残っていた。原則として内部に入ることは許されてい  
ないので、坑口からの視界の届く範囲内である。   
地形が急峻な所に坑口が多く、調査は安易でなかった、斜面の滑落等埋没した坑道を確認できなかった  
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間歩も相当数あるものと考えられる。調査は沢筋を下流から遡りに進んだ谷底からは見えない坑口、  
対岸から確認して岩場を迂回して坑口に辿り着くもの、近年の水害でも澤底が流失して変化していた。  
数百年の経過で自然災害、風化作用等での地形は変化していた。また内部から掘削した空気穴、煙抜、  
水貫か、今後坑道内調査にゆだ串て、分布調査を進めた。   
集落から遠隔で、搬出にも容易でなく、産出量が豊富であったと思われる間歩の近くには、建造物  
等の施設跡が確認されることが多く、その規模も相当大掛りであったことが伺えるものも存在した。   
4．まとめ   
今回の調査により、相川町の金銀山で間歩の正確な位置が明らかとなり、現地の採掘状況と古絵  
図・文献資料との比較検討ができる資料が出来た。   
相川地区では道遊の剖戸周辺よりも、左澤と中尾津に挟まれた山稜に、坑道、露頭掘跡が多く確認  
できた。また、水金澤上流の間歩は多くはないが相当稼がれた間歩と構造物跡が確認できた。   
田野浦鉱山については、通称小野見鉱山とも呼ばれているが、地籍は北田野浦であり、鉱山関係書  
類では田野浦鉱山として取り扱われていることがわかった。なお稼働時期も案内者の話から昭和13年  
頃の様子を伺った。   
立島鉱山、人川鉱山は隣接しているので区域がはっきりしない、また案内者の話では、立島本坑と  
入川坑道と繋がっていると語ってくれた。高千鉱山と呼ぶ場合は鹿野浦から小野見迄の地域（ほぼ旧  
高千村）であり昭和18年まで稼働していた。   
小川鉱山は、達者集落に近いので達者鉱山かと思っていたが、地籍から小川であったことを確認で  
きた。達者は小延鉱山であった。   
戸地のウノクソ鉱山は集落から約6km、しかも現在は山道もままならず急峻な沢登りと川渡りであった。  
案内者もこれは孫に話の種が出来たと語った。稼働は季節で毎年5月から11月迄間であったという。   
今回の調査は、位置確認で分布状況を押さえることである。年代考証まではおよばないが、記録、  
絵図では確認出来なかった問歩や構造物跡を確認出来たことは、今後の調査と考察に大きな資料とな  
るものであると期待するものである。  
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調査対象数  
地 区   坑 道   露頭 摺鉢溝   施設跡   計   
相 川   108   44   5   15 7   
金 泉   3 2  3   3 5   
高 千   5 2  11   6 3   
二 見   
計   19 3   44   19   2 5 6   
※ 坑道は試掘・水貫・煙貫等の区別は出来ない。   
施設跡は現存する近代施設は多くある、ここには含まれていない。  
参考資料  
高千地区   
高千鉱山と呼ばれたのは、大正元年三菱合資会社が前年民営の入川鉱山を買収し、立島鉱山ともに  
付けられた名称で、鹿野浦から小野見までの一円を管轄した。   
「佐渡鉱山説明書」中本英彦著（明治36年1月）第壱章総説第壱部地誌 第壱部位置及面積高千地区  
を拾うと  
・田野浦 高千村大字北田ノ浦小字辰目外四字  
ク 大字小野見小字池ノ端中外四字  
・小野見 高千村大字小野見小字道人山外壱字  
ク 大字北田ノ浦小字鷹巣外七字  
・高 千 高千村大字小野見小字栗ノ木上外人字  
ク 大字北田ノ浦小字鷹巣外三字  
・北立鴨 高千村大字北河内小字楠木外三字  大字入川小字柱平外二字  
ク 大字北立鴫小字大清水外二十一字  
◎北立島鉱山の開発は寛永八年前後「高千村史」、承応三年廃山再開「佐渡年代記」に見える。  
◎小野見川上流に北田ノ浦銀山ありと寛永二十年（「佐渡年代記」見える。）  
◎「金銀山稼方取扱一件」 古間歩大概  
・人川村  古口間歩 赤岩間歩 朝日間歩 松木間歩 濃金間歩 正水間歩  
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◎「佐渡金銀山史話」  
・寛永20年  田野浦鉱山開く  
・享和 元年 入川村鉛山稼始   
高千地区の鉱山は江戸時代から稼働していたものが、三菱に移ってから近代化されて入川、北立島  
は産出が盛大になった。  
金泉地区  
「佐渡鉱山説明書」記されているものは次の通り  
・達 者 金泉村大字達者  
・小 川 金泉村大字小川  
・北 秋 金泉村大字北狭小字河内外九字  
「金銀山稼方取扱一件」   
在々金銀銅古間歩大概  
・小川相  羽賀山間歩  
・戸中村  赤右衛門間歩 大綱問歩 桜問歩 清蔵間歩  
・北秋村  河内間歩 弥十郎間歩  
・達者村 ．小延間歩  
「金泉郷土史」 （昭和12年発行）  
・小川鉱山   
庄右衛門間歩   
羽賀山間歩  
開発正保三年八月 松木八郎右衛門自ら取分の上稼をなす。  
開発不明  
嘉永五年の「小川村羽賀山舗内墨引」図あり  
図には「嘉永五子年山師喜多平八差出す原図写ス  
享保二年五月見分  山田半右衛門  
山師  
山本重左衛門  
喜多平太夫  
同 虎右衛門  
山留  滝右衛門  
かなこ  徳 蔵  
・達者鉱山  
小産山鉱山  
・北狭鉱山  
河内鉱山  
吉兵衛間歩  
・戸地鉱山  
◇カツコメ鉱山  
開発寛永二十年銅山稼大間町橘居十左衛門という者請負をなす  
開発寛永元年十二月よりかなこ共自分稼  
享保十一年山師村上善十郎自分稼  
戸地川の第二発電所より三百米南面する山の中腹に旧坑がある。寛永三年戸地  
－10 －   
事町に於いて精練せし頃採鉱されしものならんと古老は語るも其の開発来歴等は一切不明であ  
る。  
◇ウノクソ鉱山 県道よりおよそ六粁山奥、三菱鉱山会社が始めは三ケ年計画にて昭和八年八月   
より人夫人名を以て採鉱に着手せしめ（冬期間は休み）毎年五月より十一月迄探鉱はしている   
が鉱石は出ないといふ。  
・戸中鉱山  
佐渡鉱山より先に開発されたと伝える。然し其の文献記録等皆無にして知る由ないけれども、   
其処より出せし鍵は今も残れる、金出し道（一名「牛使い道」この道筋に「かんだね道」の名   
のあるは当時の金出道の名残か）にて戸地車町に運び粉成せしもの如く、当時四十人坑もあり  
しと言う口碑今も残るを見れば相当盛なりし時代もあったかと思はれる。  
自分稼明治44年越前山師安間弘なる人、旧坑道復活をはかり大正元年に相川鉱山に売却した  
という。三菱工業の手に移りてより事務所、選鉱場、工夫長屋、火薬庫を建築して経営した  
云々  
「佐渡金銀山史話」  
・寛永20年頃 達者銅山稼行  
・寛永3年  戸地相の川通りに水車を設けてこの年から鉱石の粉成を始める  
翌年鎮目奉行が巡視し不幸に至った  
－11－   























1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－1  
相川金銀山  
相川町大字諏訪町47－1  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
竪坑道  
45 x 130 
諏訪間歩  
Ⅹ226088．3044 Y－21870．2937  
上部より土砂が滑落して坑口を塞  
ぎ僅か見える。深さは計測できな  
い。  
県道スカイラインの諏訪町北側に  
濁川が深く（溺れ谷）流れ、川床  
約4m上がった右岸急斜面の雑木  
林。  
ゴールデン地図  
南澤疏水道掘削の際に、竪坑として  
掘削し川床の下を通ってるという   
斎藤本恭、上林章造、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
恥．1－1－1（関東）  
相川金銀山  
相川町大字五郎右衛門町25  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
（浬滅）   
関東間歩  
Ⅹ226196．9077 Y－21742．3376  
関東稲荷社の社地となっているの  
で、整地され坑道は見当らない。  
五郎右衛門町でスカイラインの北  
側の斜面で道路面の平地には、廃  
寺称名寺跡で墓地があり、その斜  
面の中段にある。   
ゴールデンの間歩資料にのってい  
る  
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
－ 35 －   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－2  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
水平坑道 （観光用に使用）  
縦210×横220  
角行坑  
Ⅹ226534．5139 Y－21524．3358  
釜の口は補修されて、前の鉱単に  
鉱石を積載してレール上に置かれ  
ている。（観光用）   
県道スカイラインの脇、高さ2．5m  
直ぐにみえる。  
ゴールデン地図  
岩木文庫  
開坑 不明  休 不祥  
再開 明治2年   
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－3  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
斜坑道 南東向  
縦190×横210  
角行坑の通洞  
Ⅹ226635．4515 Y－21469．6412  
坑口は上部の土砂が流れ落ちて、  
堆積して中にも溜まっている。   
中尾の沢口を県道から上がると北  
側の急斜面の下部岩盤に、坑口が  
開いている。  
ゴールデン地図  
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
ー 36 －   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
）hl－4  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 斜坑？  
縦94×138 南西向  
Ⅹ226648．9774 Y－21458．9702  
上部表土等が滑落して坑口は半ば  
塞がり、シダ等の雑草で覆われて、  
上部の岩盤が露出している。   
ゴールデン佐渡前カーブから中尾  
沢を15m程上り、水路を右に渡る  
と目線の高さに坑口を見出すこと  
ができる 。1－3から見定めるこ  
とができる。  
ゴールデンの地図には、坑口の記  
号は有るけれども間歩名はない。   
斎藤本恭、上林章造、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－5  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 南東向  
縦145×横230  
中尾間歩  
Y226658．8533 Ⅹ－21469．4784  
坑口は安全柵として、木柱を建て  
横木を渡した柵であるが腐食して  
一部崩れている。前面に広いテラ  
スがあったと見られるが、水害で  
洗出している。  
県道から中尾の谷沢を約250m登っ  
た地点である。坑口は上部の岩盤  
が露出し斜面は急勾配である。  
ゴールデン地図   
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
－ 37 －   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－6  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 北向 水平坑道  
縦50×横200  
Ⅹ226673．9603 Y－21453．2314  
上部は急峻の斜面で表土が剥離し  
坑口を塞いでいて、中まで埋まっ  
ている。坑道内は確りしているの  
で崩れていない。  
封鎖の杭が残っている。   
谷間の流れが、滝状になっている  
ところを迂回して、南斜面に坑口  
を開けている。  
ゴールデン地図   
斎藤本恭、上林草道、小池 勝  
、1  ▲′‘．  
‾■）‾   
∴／ご．・   
1  
■、ノく   
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－7  
相川金銀山  
相川町大字下相川3－2  
48  1／5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道 南西向  
縦220×横1050  
中尾間歩本坑  
Ⅹ226767．2079 Y－21389．9586  
雑木で侵入防止柵を施しているが  
腐食が激しい、岩盤は確りしてい  
る、幅が広いのは坑口が剥離した  
ものとみられる。  
川の流れは、ズリの下を通ってい  
る。相当広いテラスも水害で流失  
したらしい。谷間を塞いだ廃石。  
右上は植林されている。  
ゴールデン地図  
岩木文庫  
開坑 元和3年 休 二度（年不祥）  
三坑 文化13年再開   
斎藤本恭、上林章造、小池 勝  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
－ 38   








































































1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－68－1  
相川金銀山  
相川町大字銀山町1－2  
48  1：5000  
相川町  
国指定  
平成11年11月8日  
近現代  
露頭掘  
縦74mX横30m  
道遊ノ割戸  
Ⅹ226496．4069 Y－21263．9800  
相川鉱山象徴で山が模型に断ち割  
られている。下部は現代の掘削で  
ある   
相川山の巨岩山が茶褐色に露出し  
た裏側にはタヌキ穴と呼ばれる坑  
道が無数に見られる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道  
ll両面m  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NG2－2  
相川金銀山  
相川町大字銀山町1－1  
48  1：5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
横坑道（地震計）  
縦230×横250  
Ⅹ226425．7055 Y－21275．7925  
廃坑を再利用して、測候所の地震  
計が設置されている。扉や坑口は  
改修されている。   
道遊の割戸下から、上水道の浄水  
場へ通じる道の中間。前下には右  
沢の水が流れている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道  
－111－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－30  
佐渡金銀山  
相川町大字上相川  
48  1：5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
火薬庫  
縦65mX横54m  
X226198．4983 Y－20962．7558  
コンクリート作りの壁面が残って  
いる。屋根は落ちてない。5棟分   
上相川町の奥部分で掘削して整地  
され、1棟ごとに周りに土盛し防  
護されている。   
1号棟  5．6×5．6m  
2号棟  9．6×5．6m  
3～5号棟  5．6×9．7m   
斎藤本恭、上林草道  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
石見  
第2匡】火薬庫と土塁配置国  
叫  
川      ～OJ¶ 」 ： ：  二  ！  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
No．2－31  
相川金銀山  
相川町大字上相川1  
48  1：5000  
相川町  
無し  
平成11年11月8日  
近現代  
大山祇神社跡  
Ⅹ226225．8556 Y－20925．0940  
参道石段、灯篭、石磨等がのこる   
上相川川の西で東には高い岩山が  
ある。春日暗まで展望できる。  
・・J・・一・‾－‥  
皿   
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
???
．???
■  
??（「??
斎藤本恭、上林草造  
・・．てn．■；∵・．－‾、’■  
、Jく凍ノ卑称  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－201  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－1  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 崩落   
一番坑  
Ⅹ242195．1264 Y－9936．7439  
南東向き斜面に岩石が、雪崩状に  
散乱している。下部にズリのテラ  
スがある。   
小野見川の発電所の取水口から  
50mで、分岐した左沢を130m登っ  
た左斜面の、川道から5m程離れ  
た雑木林下部。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－202  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－1  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道  
縦220×横120×探300  
Ⅹ242170．9199 Y－9893．3958  
急右斜面（1－201の向かい）で  
川道から3m上がった位置に、狭  
いテラスの左右に石積みが残り、  
土砂が堆積しているが坑口上部は  
見える。中には水が溜まっている。  
谷間を挟んで1－201から振返る  
と、黒い岩盤の所に、坑口を覗か  
せている。  
∴ ．   ニ．ニ、二  14．立  地  ?????
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、斎藤幸作  
－113－   
1．調査記号番号  
2，鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
pぬ1－203  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦200×横180  
五番坑  
Ⅹ242200．1179 Y－9594．1404  
坑口の前面左右に高さ170×520の  
石組みが残り、釜の口の坑木が残っ  
ている。落石によって破損してい  
るため、湧水が激しく石積みの間  
は水路となっている。前のテラス  
は大量のズリである。   
背面は断崖で高い岩盤である。樹  
木も疎らで小さい。左脇の川道は  
水量も豊富である。   
案内者斎藤さんは昭和初期に鉱石  
の搬出に従事した体験を語ってく  
れた。   
斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ihl－204  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道  北向き  
Ⅹ242218．4136 Y－9521．5104  妻  
上部の岩盤が崩落して、溝状になっ  
ている。奥壁の下に僅か、坑口が  
見える。   
1－204から川道に沿って10m程  
上り、南側斜面は草木が無く、岩  
盤が見える。崩落による岩石が、  
ごろごろしている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、斎藤幸作  
ー114－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－205  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 崩落  
（計測不可）  
Ⅹ242202．7772 Y－9490．9696  
岩盤の脱がやや傾斜した下側に坑  
口があり、石で封鎖されている。   
南側の斜面は、断崖状になってる、  
その中段に坑道が見える。前面は  
水害で削り取られたらしい。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－206  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－2  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 北西向き  
（計測不可）   
Ⅹ242186．0446 Y－9696．6334  
坑道が落盤によって、埋没したと  
見えて低くなっている、前面に石  
積みが残り、湧水が流れ出ている。   
水路に而していて、石積みが左右  
に残り、陥没した坑道から、湧水  
が流れでいる。ナラ、トチ、カ、エ  
デ等の樹木が斜面に繁茂してい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
－115－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－207  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－1  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 南東向き  
縦60×横30  
Ⅹ242211．3607 Y－9903．8195  
坑口の岩盤は白色で目立つが、樹  
木は生い茂って、坑口を隠してい  
た。  
岩盤の脈が縦に走っているのに  
沿って、掘削したと見える。土砂  
が堆積しているため、坑口は僅か  
しか確認できない。   
北側の急斜面の背面は、断崖で高  
い岩盤である。川道から約4m程  
離れている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－208  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2124－1  
22  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦120×横90  
Ⅹ242158．4385 Y－9923．0621  
斜面上部からの土砂が流れこみ、  
坑口は僅かしか開いていない。   
南側斜面の1－202に隣接してい  
るが、前面は水害で流失したらし  
い。川道から約3mあ上がってい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
－116－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ihl－209  
入川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡連常蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦180×横200×深約1000  
水本坑  
Ⅹ240061．3173 Y－12951．4319  
坑口付近は、土砂が堆積していて  
斜めになっているが、内部はよく  
残存している。また内部には坑木  
が残っている。約10m程で左右に  
分岐しているように見える。   
高ズコウ山の北東斜面の中段に、  
山を取り巻くような山道が通じて  
いる、その脇に直ぐ見える。  
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て‾－・－∴ －ナ  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－210  
人川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡遵常蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦200×横160  
水本坑  
Ⅹ240077．6552 Y－12968．0530  
斜面上部からの土砂が坑口に堆積  
しているが、坑内はよく残ってい  
る。  
内部には縦坑木が残っている。   
1－209の右斜め上の斜面に残っ  
ている。山道から約6m程あがっ  
ている。付近には鉱石が散乱して  
いる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
－117－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－211  
入川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡遺骨蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道  
縦260 横180  
水本坑  
Ⅹ240083．7473 Y－12949．4212  
斜面に馬蹄形に陥没して草木が少  
ない。  
坑口はまったく見えない。   
高ズコウ山の東斜面で1－210の  
下で山道に面している。  
14．立  地  ?????
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫   ???
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－212  
入川鉱山  
相川町大字人川2639  
26  1／5000  
相川町 渡遺骨蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
水本坑  
Ⅹ240074．0903 Y－12950．0331  
坑道前面の左右に石垣がのこる  
が、坑口は崩落して■いるので見え  
ない。   
斜面の中段、1－209と1－211の  
間にあって、レベルもほぼ同じ。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
??
???‥??
－118－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－10  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－7  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
取水堰  
Ⅹ242139．0997 Y－10180．1489  
水力発電の取水口跡のコンクリー  
ト堰で、水害で破損したままになっ  
ている。  
小野見川上流で、分岐点から下  
30mで川が臭っすぐになった地  
点。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、斎藤幸作  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－11  
北田野浦鉱山  
相川町大字北田野浦2095－2  
22  1／5000  
相川町 前田庄之助 他3  
無し  
平成12年12月4日  
近現代  
建造物跡 選鉱場跡  
縦20mx横18m  
Ⅹ242221．3132 Y－9622．2810  
石垣が二段になっている。左側の 戦  
士留め石垣、コンクリート水槽、  
土台等が残っている。   
1－203の川道を越えた北側で、  
水害で一部土砂の堆積、削減され  
た部分がある。  
14．立  地  
．′・し 丸   
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、斎藤幸作  
－119－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα2－12  
入川鉱山  
相川町大字入川2639  
26  1／5000  
相川町 渡通常蔵 他79  
無し  
平成12年12月7日  
近現代  
作業所跡？  
縦11mX横5m  
X240096．7954 Y－12937．5134  
山道に沿って平坦になっている、  
斜面の高いほうに幅約11mの石積  
みが残っている。   
高ズコウ山の北東斜面の中段に、  
山を取り巻くような山道が通じて  
いる、その道添いである。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－213  
立島鉱山  
相川町大字北川内1798－1  
26  1／5000  
相川町 白川正男 本間正男  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道 北西向き  
（計測不可）   
Ⅹ239795．4370 Y－13614．8394  
ズリのテラス5mX8mその奥  
に、石組みが左右に残っている。   
林道工事の終点に小川ある、その  
流れに沿って約20mのぼった地点  
の右側。  
14．立  地  ′・■－▼1  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫   
－120－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－214  
立島鉱山  
相川町大字北立島1113  
26  1／5000  
相川町 堀川市太郎  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
Ⅹ239804．2309 Y－13608．8093  
小川に面して大きな岩の下にある  
が岩の崩落によって、坑口は塞がっ  
ている。  
1－213の向かいで小川の流れに  
接近しているが、小川にも大きな  
岩がごろごろしている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NQl－215  
立島鉱山  
相川町大字北川内1798－1  
26  1／5000  
相川町 白川正男、本間正男  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
露頭堀？  
縦340×横200  
Ⅹ239801．7504 Y－13676．3705  
試掘したのか付近に、石英と鉱石  
が転がり低くなっている。   
断崖状の約30m上のなだらかな斜  
面に、掘削した跡が見える。雑木  
林も樹木が疎らであり、下の集落  
まで眺望はよい。  
14．立  地  
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15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
ヽ1  
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ー121－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－216  
立島鉱山  
相川町大字北川内1798－1  
26  1／5000  
相川町 白川正男、本間正男  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
縦10mx横2m  
X239807．6176 Y－13706．9590  
斜面に沿って10×2mの溝状に、  
陥没したようになっていて。  
低いほうには掘削された岩石が、  
多く見られる。   
1－215と同じ斜面で10m程離れ  
た位置  
㌧??‥?．??????．?????????????
???、?
?????＝??．?????．?「????㌧?「?「「????????
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
「－ヱ叩‾‾‾→  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－217  
立島鉱山  
相川町大字北立島1160  
26  1／5000  
民 相川町北立島 渡辺 惇  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道 北西向き  
Ⅹ240322．8774 Y－13544．6613  
斜面が滑落しているので凹しか見  
えない。   
高ズコウ山の北西、小沢北側急斜  
面で流れから4m上がっている。  
14．立  地  
、、∴  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
??，????
?．?
???????
??
????．?
1．調査記号番号  
2．鉱．山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－218  
立島鉱山  
相川町大字北立島1325  
21 1／5000  
公 相川町北立島 共有  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ240473．2140 Y－13482．7563  
斜面上部が滑落しているので、坑  
道は見えない。  
新しい林道から植林を通り抜けて  
小澤を登ると、谷を堰き止めた様  
になっている左上の小谷間。  
14．立  地  
＼→、＼ノ／′／′  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－219  
立島鉱山  
相川町大字北立島1325  
21 1／5000  
公 相川町北立島 共有  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ240503．6307 Y－13463．9062  
ズリの広いテラスが前にあって、  
坑口は塞がっている。倒木が多い  
ので写真撮影ができない。   
1－218の一段上で谷間の広がり  
はじめるところ、松雑木の混じっ  
た自然樹林。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
－123－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－220  
立島鉱山  
相川町大字北立島1163  
21 1／5000  
私 相川町北立島 梶井一郎  
無し  
平成12年12月14日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ240445．5853 Y－13500．7874  
谷の右斜面で前面はズリが谷を堰  
き止めて、約3m幅で落ち込んで  
いる。  
坑道上部が、陥没したと見られる。   
高ズコウ山の西谷間で、林道から  
約300m上った右斜面。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－221  
立島鉱山  
相川町大字北立島1198  
21 1／5000  
民 相川町北立島 宮越春蔵  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦180×横210  
Ⅹ240633．1917 Y－13813．4199  
土嚢で封鎖してあるが、上部が開  
いている。更に杭で塞いでいる。   
林道下の沢を約200m下がると左  
岸の斜面に、山道が斜めに通じて  
いる傍にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
?????????
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
ー124－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－222  
立島鉱山  
相川町大字北立島1197－1  
211／5000  
公 相川町北立島  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道  
縦170×横180  
Ⅹ240675．3318 Y－13861．4136  
坑口は左右から土砂が堆積してⅤ  
字になっている。坑道の内部はしっ  
かり残ってる、坑木も奥に見える。   
北立島川支流の、北側急斜面の中  
段で雑木林、向かいにはアテビの  
植林がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
い、   
や‾【－Ⅶ－ ＝粥〉 岬脚‾‖‾→  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12，位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－223  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦100×横100  
Ⅹ240716．9230 Y－13919．6633  
坑口には上部まで土砂が堆積し  
て、僅かに穴が見える。  
川道から約25m斜面を上がった中  
段で、下から見えない。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
・－－  ト    ー   
－125－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－224  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常歳 他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦50×横70  
Ⅹ240718．7391 Y－13933．1444  
坑口は土砂で埋まって上部の岩が  
白く、その下に横長に開いている。   
斜面中段で、1－223に隣接して  
いる  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5，土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－225  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
民 相川町北立島 宮越春蔵  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦150×横200  
Ⅹ240725．0004 Y－13970．1048  
土嚢で完全に封鎖されている。前  
庭は狭く下は急斜面で危険。   
川道より約10m上がった北側急斜  
面の岩盤。1－226と1－228の間  
にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
－126－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－226  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦140×横120  
Ⅹ240709．8364 Y－13958．4277  
坑口には右側から土砂が流れこむ  
ように堆積している。岩盤の縦脈  
」こ沿って掘眉虹しているe   
北立島川の支流の北側急斜面の中  
段で、雑木林であるが樹木の成長  
は良くない。つまり表土が少なく  
岩盤である。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
←lコロ→  
丁二調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－227  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦15mX横2．5mX探？  
Ⅹ240736．3692 Y－13956．0537  
露頭掘りで次第に拡張していった  
感じであるが、深い部分は狭くなっ  
ている。中間には坑木を横に渡し  
ているが見える。   
尾根道が上にあって危険な感じで  
ある㌔川通力㌻らはⅠ名mほど上がっ  
ている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
ー127－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13，現  状  
Nnl－228  
立島鉱山  
相川町大字北立島1196  
21 1／5000  
共 相川町北立島 渡辺常蔵 他79  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦160×横80  
Ⅹ240727．9746 Y－13996．8501  
急斜面に立ち木が、横に這うように  
なっていたので、見落とすところで  
あった。坑口に土砂が、堆積して  
いて前面が狭い。   
急斜面中段で、岩盤の崩落激しい。  
川道から約4mあがっている。  
1－225の左下になる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
t【一㌧－・■′  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－229  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
民 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦40×横60  
Ⅹ240750．9190 Y－14057．6458  
坑口には左側から流れこむよう  
に、土砂が堆積している。  
上部の一部が落盤している。   
坑口の前面に放射状に崩落した、  
土砂が流れ出たようになってい  
る。上部は岩盤の急斜面。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
←・・・・－・如ニヰ  
－128－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
」4ト立地  
Nnl－230  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
私 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道？ 南向き  
縦350×横230（陥没）  
Ⅹ240753，9800 Y－14069．4579  
斜面に馬蹄形に落ち込んでいる。   
l－ごごり■丹lり‖」こ二l：11づ二l＿一二い：：．  
上からの土砂も多く、岩盤は露出  
していない。  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
t．調査言己号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1＝23ユ  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
私 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 西向き  
Ⅹ240767．0648 Y－14051．2797  
右側に岩盤が大きく露出していて  
その左に、ズリで埋まったように  
なっている。坑木の天井と思われ  
る横木が残っている。   
1－230の上にあって、急斜面の岩  
盤が露出している1石下にあるい  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
ー129－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－231－1  
立島鉱山  
相川町大字北立島1195  
21 1／5000  
私 相川町北立島 佐藤武士  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 北北西向き  
縦180×横220×奥行300  
Ⅹ240783．2987 Y－14044．2807  
坑口は岩盤が堅いので確り残って  
いる。1．2m入った右壁に127×144  
穴に石で丁寧に封鎖されている。   
稜線先端の急斜面で北西の風を受  
け樹木も低く展望がよい。Nα231  
の5m上。  
‰  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－232  
立島鉱山  
相川町大字北立島11921193  
21 1／5000  
民 相川町北立島 小松秋雄 堀川サヨ  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道 南向き  
（計測不可）  
立島本坑  
Ⅹ240779．3713 Y－14109．5454  
集落の簡易水道水源地として、取  
水している。  
坑口は埋められて低くなってい  
る。   
川道が少し右蛇行している。対岸  
は杉の植林がある。   
案内者によると、本坑道で入川坑  
道まで通じているという。   
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
ー130－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－233  
立島鉱山  
相川町大字北立島1190  
21 1／5000  
私 相川町北立島 山本元治  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
横坑道？ 西向き  
縦230×横220（陥没）  
立島坑  
Ⅹ240808．2305 Y－14141．7348  
坑口左右割石コンクリートで固め  
ている。内部もコンクリートで整  
えられている。坑口は土嚢が半分  
ほど積まれている。   
右岸急斜面低部で川道から3m離  
れている。   
坑口正面には銅版のプレート匡重囲  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
内壁面  本坑17号  
昭和9年12月  
が入っている  
斎藤本恭、上林草道、本間保夫  16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．2－13  
立島鉱山  
相川町大字北立島1194  
21 1／5000  
私 相川町北立島 寛 一郎  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
石組  
Ⅹ240757．8753 Y－14099．5032  
廃石を利用して石組が不定形に積  
まれている、土砂止めにつまれた  
ものか  
斜面下部で河川に近い。  14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
・やJノ稼プ・三  
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－131－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nq2－14  
立島鉱山  
相川町大字北立島1192  
21 1／5000  
私 相川町北立島 小杉茂利 他  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
施設跡  
Ⅹ240817．4747 Y－14178．7972  
コンクリート土台、水槽等が残っ  
ている。選鉱場跡。   
立島坑17号の下側、川を挟んで対  
岸には鍛冶場跡の石垣が残ってい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
No．2－15  
立島鉱山  
相川町大字北立島1205  
21 1／5000  
民 相川町北立島 梶井昌博  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
鍛冶場跡  
縦10mX横12m  
X240799．4438 Y－14183．0232  
整地のための石垣が残っている。   
川道左岸に面しているので石垣で  
固めている。杉の植林が施されて  
いる。  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
－132－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NG2－16  
立島鉱山  
相川町大字立島1210～1211  
21 1／5000  
私 相川町立島 宮越久子  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
沈殿槽  
縦1560×横880  
Ⅹ240970．4634 Y－14342．5401  
長方形の水槽の長方形の上部が、  
露出している、内部は土砂が堆積  
している。  
川道の左岸で斜面の下部。   
案内者の話 鉱山の精練で汚泥が  
下流に洗出して、住民からの苦情  
を受けて、鉱山が作った沈殿槽。   
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
、?
????
??
???
、??
16．調 査 者  ??
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nd2－17  
立島鉱山  
相川町大字北立島1233  
21 1／5000  
私 相川町立島 本間保夫  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
変電所、事務所跡  
縦30mx横30m  
Ⅹ241136．1392 Y－14225．1797  
松林の中にコンクリート土台が残  短  
存している。   
ダム左上の左右に小沢が入り込ん  
だ舌状台地上の平坦面。松雑木混  
じり林。  
14t 立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
や  
¢  
′㌔   
ー133－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  〕犬  
Nα2－18－A  
立島鉱山  
相川町大字立島1230  
21 1／5000  
私 相川町立島 渡辺仁作  
無し  
平成12年12月15日  
近現代  
ウインクラインの跡  
縦20×横20m  
X241160．0804 Y－14290．9582  
大きな土台コンクリートが中央、  
四隅に残っている。   
立島川の北側舌状台地の先端で、  
変電所跡に隣接した、高台で視界  
が広い。下にはダムがある。  
14．立  地  
rカFLT →  
ロ  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  0  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  斗7β  
＿  ＝  ロ←Fl。  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－234  
人川鉱山  
相川町大字入川2622  
26  1／5000  
民 相川町人川 樋口五郎吉  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦150×横300×奥250  
Ⅹ239960．5799 Y－12820．0963  
横が長いので、自然洞窟かと思っ  
たが前面に掘削岩が散乱してい  
る。  
入川砕石の西小沢を上り詰めて、  
西側急斜面。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
鎌田直治  
－134－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－235  
入川鉱山  
相川町大字入川2621－1  
26  1／5000  
私 相川町 樋口五郎吉 他7  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦170×横270  
Ⅹ240075．2622 Y－12777．2738  
天井はアーチ形で掘削は新しいよ  
うに見える、中にレールの枕木が  
残っている。   
小澤の西急斜面、坑口の前は崖と  
なっている。水害等で削られた可  
能性がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、本間保夫  
鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－236  
人川鉱山  
相川町大字入川2621－1  
26  1／5000  
私 相川町 樋口五郎吉 ノ他7  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦50×120m横  
Ⅹ240062．6261 Y－12782．5176  
坑口の上部岩が欠落して塞いでい  
る岩の聞から坑口が見える。  
1－235の通洞坑か？   
小沢の西急斜面で1－235の左上  
6mにあたる。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、本間保夫  
鎌田直治  
ー135－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－237  
人川鉱山  
相川町大字入川2821  
26 1／5000  
私 相川町人川 入川砕石  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦300×横200  
Ⅹ240426．6626 Y－12666．5249  
砕石現場の作業員によって、砕石  
で封鎖されている。   
砕石所の岩石を、採集する脇の谷  
間にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－238  
入川鉱山  
相川町大字人川2642  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成12年12月20日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦80×横80  
Ⅹ239230．4160 Y－11859．9696  
断崖の上の岩盤に坑口が開き、湧  
水が流れ落ちている。   
人川の支流白滝川の、立島用水路  
を越えて登り、川が分岐している。  
左急斜面の中段、水害で地滑りし  
て断崖になっている上。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
????
斎藤本恭、上林章造、本間保夫  
鎌田直治   
－136－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－239  
入川鉱山  
相川町大字入川2602－2  
21 1／5000  
私 相川町人川 近藤幸次  
無し  
平成13年3月24日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦170×横270  
Ⅹ242004．0062 Y－13508．5358  
道路に面して扇型に斜面にズリが  
ある。坑口は埋まっている。   
入川川に沿って走る両津・入川線  
に面している。河口より約2km上  
流の左岸の斜面下部。  
14．立  地  
?．??
?? ? ?
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－240  
入川鉱山  
相川町大字高千2628  
21 1／5000  
私 相川町高千 吉永森蔵  
無し  
平成12年12月24日  
近現代  
横坑道 南西向き  
Ⅹ242028．6959 Y－13333．0023  
急斜面で岩石の滑落が激しく、坑  
道は見えない。  
人川川の右岸で斜面下部の通路の  
上で、河口より約2100m上流。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貰海  
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－137－   
1t 調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－241  
人川鉱山  
相川町大字人川2607－1  
21 1／5000  
私 相川町人川 仲田定吉  
無し  
平成12年12月24日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦180×横200  
黄金坑  
Ⅹ241714．1158 Y－13084．1978  
保存の為坑口工事中で、木製の扉  
を取り付け、釜の口化粧を施すの  
か補強材を支えている。  
内部の掘削は、荒い凹凸である。   
人川川沿いの、県道脇斜面で路面  
から約10m上がっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－242  
入川鉱山  
相川町大字入川2594  
21 1／5000  
民 相川町人川 仲田真一  
無し  
平成12年12月24日  
近現代  
Ⅹ241708．9399 Y－13092．9709  
石積みが残っている、付近にズリ  
がある。坑口は見えない。   
1－241の斜面うえになる、斜面  
は水路が走っているので、更に上  
で岩石がごろごろしている。  
14．立  地  ??????
??????????????????
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  
?㌧?
??】?????ル 
斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
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ー138－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
†hl－243  
入川鉱山  
相川町大字人川2640－6  
21 1／5000  
公 相川町人川 高千村  
無し  
平成13年3月24日  
近現代  
横坑道 南西向き  
縦180×横180  
Ⅹ241164．4406 Y－12773．2792  
崖状の岩盤の下部に、掘削の粗い  
坑口を覗かせている。  
斜坑堀か。   
入川川の右岸の急斜面下部で、川  
道面から約5m上に位置してい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－244A  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1305－1  
30  1／5000  
私 相川町戸中 清水虎一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 南西向き  
Ⅹ235950．0694Y－18049．3394  
近辺にはズリが見られるが坑道は  
見えない。  
鹿野浦川河口より約1200mに砂防  
堰堤がある、そこからやや下流左  
岸に小沢があるその人り口東斜面  
下部。近くまで作業道がある。  
14．立  地  
??
‥??????????????????????
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－139－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－244  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1303－5  
30  1／5000  
私 相川町戸中 瀬下静男  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
（計測不可）  
四番坑  
Ⅹ235860．3281 Y－17685．5515  
上部岩盤の崩落によって、坑口は  
塞がっている。坑木の縦木、横木  
が見える、前面は低く溝状になっ  
ていて湧水が流れている、茶褐色  
の泥が溜まっている。   
鹿野浦川の河口から約1700m上流  
の左岸斜面下部。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13，現  状  
Nql－245  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－8  
30  1／5000  
民 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦50×横100  
Ⅹ235806．4761 Y－17566．7303  
坑口は土砂が堆積して、上部が僅  
か開いている。   
左岸の急斜面の下部であるが、川  
道面から10mほど上がった、白い  
岩盤が露出したところで、前面は  
崖になっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
－140－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－246  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－8  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦140×横80  
三番坑  
Ⅹ235805．7554 Y－17544．6385  
黄灰色の岩盤に、傾斜鉱脈に沿っ  
て掘削した坑道で、幅はやや狭い  
が深い。横坑木が残っている。   
左岸急斜面の中段で、白灰色の岩  
盤が露出している。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－247  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1303－3  
30  1／5000  
私 相川町戸中 加藤幸成  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦100×横60  
Ⅹ235807．7809 Y－17594．6360  
坑口は土砂が堆積しているので、  
覗き込むような坑道。  
湧水がある。   
左岸急斜面中段。川道面から7m  
上がっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－141－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－248  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－8  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦45×横160  
Ⅹ235844．2324 Y－17483．4245  
坑口付近は、土砂の堆積で内部に  
流れこんでいる。粗い掘り方で不  
整形である。   
左岸急斜面中段で、前庭がなく直  
ぐ崖になっている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－249  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－6  
30  1／5000  
民 相川町戸中 有田英一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦140×横200  
二番坑  
Ⅹ235852．9515 Y－17429．6302  
坑口は土嚢で封鎖されているが、  
上部は開いている。  
水草繁り、湧水がある。   
左岸の急斜面の中段で坑口の前  
は、断崖となっている  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－250  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1301－4  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦190×横160×奥約1000  
一番坑  
Ⅹ235853．8304 Y－17392．2406  
坑口の上部の一部が崩落して、堆  
積しているが奥まで見える。   
左岸に支流があって水量示轟音モ  
滝になって落ちている、脇の断崖  
中間にあって危険である。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
lJ＝ 一ノ．、．・  
＋「調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
圭kL＝25ユ  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1301－3  
30  1／5000  
私 相川町戸中 清水 清  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦90×横45×奥約300  
Ⅹ235854．8059 Y－17378．2808  
坑口付近は崩落して水害で流失し  
てしまってぼっかり、開いている。   
左岸の支流で水勢が激しい、急斜  
面中段の東側。  
14．立  地  
ー??
?．、??
15ニ参考資牒斗  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－143－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－252  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1301－4  
30  1／5000  
私 相川町戸中 本間京子  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦80×横70  
Ⅹ235844．6243 Y－17378．5757  
坑口の前庭がなくて、木の根に足  
をかけて観察するありさまで容易  
でない。上部から崩落と下部の流  
失によるもの。岩盤ももろい。   
左岸急斜面中段で、前面がなく直  
ぐ崖になり水流がある。1－251  
と向い合っている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8，時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－253  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－6  
30  1／5000  
民 相川町戸中 有田英一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦110×横60  
Ⅹ235852．1320 Y－17410．3444  
坑口は土砂が堆積している、上部  
の岩盤は確りしている。水が上面  
から落ちているので付近は水草繁  
る。  
左岸の急斜面の中段で坑口の前  
は、断崖となっている  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
ー144－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－254  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2112－4  
35  1／5000  
国土交通省  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦230×横205  
半三坑 1  
Ⅹ232268．226 Y－19596．664  
坑口は石をコンクリートで固め、  
封鎖されている。  
上部斜面に陥没がある。   
北秋川本流右岸、現在砂防堰堤新  
設工事中。付近一帯樹木は伐採さ  
れている。堰堤から約50m上流で  
堰堤が完成すると水没する高さで  
ある。   
一年後確認に行ったら、コンクリー  
ト吹き付けで見えない。   
斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
ml－255  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2165  
35  1／5000  
私 北見道明  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北東向き  
縦200×横190  
半三坑 3  
Ⅹ232335．983 Y－19434．739  
坑口は石で封鎖されている。   
右岸の支流（谷）を約250m上っ  
て左に水がしたたる凹を登り、左  
急斜面の中段にある、  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－256  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2114－1  
35  1／5000  
私 相川町 北見利行  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦50×横60  
半三坑 2  
Ⅹ232297．638 Y－19488．274  
坑口は土砂が堆積して、上部岩盤  
の三角形部分が見えて、中を覗く  
ことができる。奥行は探そうであ  
る。  
1－255から50m下がって左側急  
斜面の中段に、岩が突起している  
その陰に坑道がある。坑口前は4m  
の絶壁状で迂回してたどりつく。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－257  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2114－1  
35  1／5000  
民 相川町 北見利行  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦160×横180  
Ⅹ232292．423 Y－19532．699  
坑口は土砂が堆積している。奥は  
見えないが探そうである。   
1－256から15m程さがると同じ  
斜面に広いズリが広がっている。  
ズリをよじ登ること15m右に坑口  
がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
－146－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－258  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2099－2  
35  1／5000  
私 相川町 斎藤幸太郎  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦180×横160  
Ⅹ232236．610 Y－19763．963  
坑口は石をコンクリートで固め封  
鎖されている。  
北秋川右支流、現在砂防堰堤新設  
工事中の下流100m。川道面から  
150cm上で近い。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、杉山澄夫   
●●′；▲ ’、J  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－259  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2105－4  
35  1／5000  
私 相川町 北見福蔵 他9  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北東向き  
縦200×横140  
Ⅹ232236．037Y－19797．649  
斜面の岩の間に陥没した凹が溝の  
ようにズリがあるその上部に坑口  
の一部が見える。  
封鎖した一部がある。   
1－258から20mくだった対岸斜  
面で川から4m上である。更に上  
部に通路がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、杉山澄夫  
－147－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－260  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2075  
35  1／5000  
相川町 KK近藤組  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
（計測不可）  
棚坂坑  
Ⅹ231889．575 Y－20376．947  
坑道前の左右の石垣の一部が見え  
るが、表層の岩石が崩落して埋まっ  
てしまい坑口は見えない。   
水田地帯の最奥から松林をすぎ  
て、急斜面に差掛ると、山葡萄の  
薮疎らの雑木林、石がゴロゴロし  
ている。  
14．立  地  
′   ・－ ∴             ．ノ  
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1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
ml－261  
小川鉱山  
相川町大字小川2228  
40  1／5000  
民 相川町 三浦市蔵  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦70×横50  
Ⅹ229886．877 Y－21364．551  
坑口は土砂が堆積している。坑道  
は狭く岩のすきまかと思った。  
前のほうは掘削されている。   
以前から用水路が開渠であった所  
を基盤整備事業で、暗渠になった  
ので通路となった。その通路わき  
に坑道が点在している。塗笠山北  
側斜面中段。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
池田満  
－148－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nnl－258  
北秋鉱山  
相川町大字北秋2099－2  
35  1／5000  
私 相川町 斎藤幸太郎  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦180×横160  
Ⅹ232236．610 Y－19763．963  
坑口は石をコンクリートで固め封  
鎖されている。   
北秋川右支流、現在砂防堰堤新設  
工事中の下流100m。川道面から  
150cm上で近い。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、杉山澄夫  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－259  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2105－4  
35  1／5000  
私 相川町 北見福蔵 他9  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 北東向き  
縦200×横140  
Ⅹ232236．037Y－19797．649  
斜面の岩の間に陥没した凹が溝の  
ようにズリがあるその上部に坑口  
の一部が見える。  
封鎖した一部がある。   
1－258から20mくだった対岸斜  
面で川から4m上である。更に上  
部に通路がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、杉山澄夫  
－147一   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－260  
北狭鉱山  
相川町大字北秋2075  
35  1／5000  
相川町 KK近藤組  
無し  
平成13年3月28日  
近現代  
横坑道 西向き  
（計測不可）  
棚坂坑  
Ⅹ231889．575 Y－20376．947  
坑道前の左右の石垣の一部が見え  
るが、表層の岩石が崩落して埋まっ  
てしまい坑口は見えない。   
水田地帯の最奥から松林をすぎ  
て、急斜面に差掛ると、山葡萄の  
薮疎らの雑木林、石がゴロゴロし  
ている。  
14．立  地  
／  
′ 
u           l、 しレ  
／  ／／                        】㌧．J       一三1・、÷も  い ■  
／ ／  15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
／／  
斎藤本恭、上林章造、杉山澄夫   
一  一／一 ヽ  一   
■・・    ●  
（′ ／・   
－  ＿ 、 ヽ  
‾● ヽ  l‾  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－261  
小川鉱山  
相川町大字小川2228  
40  1／5000  
民 相川町 三浦市蔵  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
縦70×横50  
Ⅹ229886．877 Y－21364．551  
坑口は土砂が堆積している。坑道  
は狭く岩のすきまかと思った。  
前のほうは掘削されている。   
以前から用水路が開渠であった所  
を基盤整備事業で、暗渠になった  
ので通路となった。その通路わき  
に坑道が点在している。塗笠山北  
側斜面中段。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
池田満  
－148－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－262  
小川鉱山  
相川町大字小川2229  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 西向き  
縦200×横85  
Ⅹ229877．812 Y－21350．526  
坑口は土砂が堆積していて僅か開  
いている、左壁面には岩盤が露出  
している。通路から約4m離れて  
いる。   
塗笠山の北側斜面。1－261より  
通路を30m程上った右斜面の下  
部。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治、  
池田満  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－263  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北西向き  
縦150×横190  
Ⅹ229737．669 Y－21192．239  
坑口に若干の土砂があるけれど  
も、入ることも可能である。  
やや斜坑掘りか。   
塗笠山北側斜面通路（水路）から  
8m離れた斜面に、岩盤が露出し  
ているその下に、坑口が見える。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
．16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
池田満  
ー149－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－264  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
（計測不可）  
Ⅹ229772．623 Y－21225．538  
坑口は崩落によって封鎖されてい  
るので計測は出来ない。   
塗笠山北側斜面1－263から約  
10mほど東に進んだ、同じ高さく  
らいの位置。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
池田滴  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ihl－265  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 北向き  
（計測不可）  
Ⅹ229747．003 Y－21213．464  
付近には石英、ズリが多く、掘削  
した岩石が転石している。  
坑口は確認できない。   
塗笠山北側斜面通路の上側に、岩  
盤が露出しているその下にある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
池田満  
－150－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－266  
小川鉱山  
相川町大字小川2264  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦30×横80  
Ⅹ229765．853 Y－21225．044  
坑口は土嚢で封鎖されているが、  
上部に空間ある。   
塗笠山の北側斜面通路（水路）か  
ら斜面を7m上がったところ。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、鎌田直治、  
池田満  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－267  
小川鉱山  
相川町大字小川2229  
40  1／5000  
相川町 小川自治会  
無し  
平成13年3月29日  
近現代  
横坑道 東向き  
縦50×横50  
Ⅹ229781．620 Y－21227．648  
坑口は土嚢で封鎖されているが、  
土嚢が傷んで崩れそうである。   
塗笠山北側斜面通路（水路）から  
3m離れた斜面に岩盤が露出して  
いるその下に坑口が見える。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、鎌田直治  
池田満  
0  1m  
－151－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－268  
入川鉱山 白滝  
相川町大字入川2644  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年10月31日  
近現代  
横坑道？  
縦30×横120  
Ⅹ238477．8406 Y－11568．9075  
坑口には土砂が堆積している。奥  
は広く平である。  
石英が付近に多く見られる。   
入川川の支流白滝川の上流で流れ  
がなく凹んでいる。途中には大き  
な滝がいくつもある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－269  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字人川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道？  
縦160×横220  
Ⅹ238512．7029 Y－10780．6994  
岩盤が垂直になっている下に坑口  
があるのか、土砂で埋まって低く  
なっていて見えない。下には鉱石  
が散乱している。   
孫次郎川上流右岸の北西斜面中段  
の小さい沢状になっている所。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
－152－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－270  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道？  
（計測不可）  
Ⅹ238492．2771 Y－10763．5045  
石英質岩盤の真下に低く凹み掘削  
されている。下側にはズリが山の  
ようになっている。   
北向き斜面中段に高さ約15m周約  
10m程の若が、突っ立っている。  
その北側根部。岩の中程に掘り買  
いたような凹が見える。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貰海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－271  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
露頭掘？  
（計測不可）  
Ⅹ238470．2122 Y－10764．8663  
岩上部の平らな部分を掘り割って  
いる。岩盤を掘り出した岩石が下  
にごろごろしている。  
1－270から東側10m程離れた位  
置。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貰海  
－153－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
14．立  地  
恥1－272  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年10月4日  
近現代  
横坑道  
縦190×横180×奥220  
Ⅹ238461．5912 Y－10767．0823  
南西向きの浅い掘削跡がある   
1－271の岩の南西側基部に、不  
整楕円形の試掘かと思われる凹が  
ある。  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Ibl－273  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字入川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代   
（計測不可）  
Ⅹ238616．1088 Y－10848．0453  
坑口と思われる溝状の凹と、石英  
の露出した岩山。   
孫次郎川とその支流との、三角州  
先端。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα1－274  
入川鉱山 孫次郎山  
相川町大字人川2648  
26  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）  
Ⅹ238535．1983 Y－10838．4860  
岩石の中程に約2m准の陥没した  
ような凹がある。   
1－273の東側50mで三角州の、  
平坦部に岩石が堆積したところ。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
／．－▼一‾■一  ／  
斎藤本恭、鎌田直治、近藤貫海  
二  一声宍多士 一て・ ニJミi．   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－275  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
私 相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
横坑道  
（計測不可）   
Ⅹ230314．537 Y－19812．242  
斜面中段の大きな岩が左右にあっ  
て間が低くなっている。   
斜面には立ち木がなく、湿地性植  
物に覆われている中に岩場があ  
る。  
14．立  地  
?〞????
???
・●  15．参 考 資 料   
16．調 査 者  
，い、   
、久空、竿常亀           l．J  
r一′ トJ．一－   ・・、  
???
／ ／ 
／／  
／ノーノ  
斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
．■し■、∴・  
亡－  
．、′．．、ヽ  
二1  
l  
▲   ■「            、  ▲ r  ▼・ヽ 帯麻  
－155－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－276  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
私 相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年10月4日  
近現代  
縦坑道 ？  
縦60×横60×探さ260  
Ⅹ230326．141 Y－19855．282  
円形の縦穴で底部は左に曲がっ  
た、横穴があるように見える。  
井戸状であるが、水はない。   
北向き斜面下部で、水路から5m  
離れている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林章造  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Iぬ1－277  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
縦400×横450×深さ80  
Ⅹ230329．565 Y－19846．241  
西側に掘削した石がもりあがって  
いる、前面には溝が流れにむかっ  
て掘ってあり、奥壁は岩が3m程  
切り立っている。  
急斜面の下部で流れに近い。1－  
276に隣接している。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
－156－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－278  
達者鉱山  
相川町大字達者1661  
41 1／5000  
私 相川町 坂本トメ  
無し  
平成13年11月4日  
近現代  
露頭堀  
縦380×横320×探さ180  
Ⅹ230343．509 Y－19814．539  
摺り鉢状になっている凹である。  
水路に向って溝がある。  
露頭堀が陥没か？   
急斜面下部で流れに近い、カヤが  
生い茂ってたので見逃すところで  
あった。  
???
????
㌧?????
??
?????????
??????
???
????
??
??
14．立  地  
ノ佑  
ノイさ㌧・’  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  
アワワ  
斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
恥1－279  
戸地鉱山 鵜の糞  
相川町大字戸地1329  
35 1／5000  
三菱金属鉱業㈱  
無し  
平成13年11月8日  
近現代  
横坑道 南西向き  
縦120×横260  
Ⅹ232010．233 Y－17172．514  
流れより2m上がってテラスがあ  
る、その斜面に坑口がある。奥は  
向って右に曲がった坑道か。   
戸地川支流の第一発電所右取水口  
から400m上流右岸斜面下部（半  
日がかりでたどりつく）  
14．立  地  
J レ  
・－J ■ i・′′′   
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
山本平一  
－157－  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－280  
戸地鉱山 鵜の糞  
相川町大字戸地1329  
35 1／5000  
三菱金属鉱業㈱  
無し  
平成13年11月8日  
近現代  
横坑道  
縦110×横240  
Ⅹ231748．907 Y－16926．112  
前面左右に石垣築き、坑口から左  
に曲がった坑道、川に接近してい  
るので水が溜まっている。   
1－279から400m上流に向かっ  
て、いくつかの滝を越えて上り詰  
める。川原は大きな石で流れがい  
く筋にもわかれているその奥の右  
岸。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
山本平一  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nql－281  
戸地鉱山 鵜の糞  
相川町大字戸地1339  
35  1／5000  
三菱金属鉱業㈱  
無し  
平成13年11月8日  
近現代  
縦150×横210  
Ⅹ231742．263 Y－16937．111  
川の傍で岩が切り立っていて、計  
測もままならず、やっと坑口を確  
認した。   
1－280の対岸で、レールの残骸  
がある、山本さんは機械が残って  
いたはずだといっていた。前面は  
水害で流出して変わったらしい。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治、上林草道  
山本平一  
－158－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NGl－282  
鹿野浦鉱山  
相川町大字南片辺1155－2  
30  1：5000  
相川町 大興寺  
無し  
平成13年11月7日  
近現代  
露頭掘？  
Ⅹ236764．6582 Y－17773．8265  
斜面が雑草におおわれているので  
確認が容易でない、岩石が積み重  
なったような石組みが見える。  
中ノ川と用水路との間で樹木でな  
く雑草、蔓植物におおわれている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
†b2－20  
鹿野浦鉱山  
相川町大字南片辺1155－2  
30  1：5000  
相川町 大興寺  
無し  
平成13年11月7日  
近現代  
建造物跡  
Ⅹ236773．9806 Y－17763．5317  
石垣が残っている、北側に岩石が  
崩れ落ちている。   
中ノ川と用水路との間で、川沿い  
に築かれている。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、上林章造、鎌田直治  
／ノ／フノ／■＼－′／  
－159－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－283  
戸地鉱山 カツコメ  
相川町大字戸中1142  
30  1／5000  
私 相川町 古土一郎  
無し  
平成13年11月14日  
近現代  
横坑道 南向き  
縦100×横200×奥1000  
Ⅹ234448．446 Y－19507．801  
付近にはズリがあり、坑口は土砂  
が堆積しているが、確りした坑道  
である。   
第二発電所東側で車町の北側斜面  
中段。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－284  
戸地鉱山 カツコメ  
相川町大字戸中1142  
30  1／5000  
私 相川町 古土一郎  
無し  
平成13年11月14日  
近現代  
横坑道 南向き  
Ⅹ234453．611 Y－19553．718  
扇型に岩の間に広がったズリがあ  
る上から土砂によって坑口は埋没  
しているので見えない。   
戸地川の第二発電所東側の段丘斜  
面中段、発電所水路下  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、鎌田直治   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4，地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα2－18  
戸中鉱山  
相川町大字北片辺2322  
30  1／5000  
相川町 北条和博  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
施設跡  
縦20mx15m横  
Ⅹ235851．9659 Y－17571．8517  
石垣が二段に別れて平坦になって  
いる。上段には確りした煙道をも  
つ木炭窯がある。   
川道が南側へカーブしている河川  
敷にやや平坦になってる。川を挟  
んで南側には1－245、1－245の  
坑道がある。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林華道、鎌田直治  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
Nα2－248－1  
戸中鉱山  
相川町大字戸中1302－6  
30  1／5000  
相川町戸中 有田英一  
無し  
平成13年3月27日  
近現代  
施設跡  
縦1200×横800  
Ⅹ235862．9666 Y－17441．9392  
コンクリート土間とU字溝が残っ  
ている。   
川道左岸の河川敷で、坑道のある  
急斜面下で湿地の様になってい  
る。  
14．立  地  
15．参 考 資 料  
16．調 査 者  斎藤本恭、上林草道、鎌田直治  
－161－   
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6．指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．問 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
NG2－19  
入川鉱山 白滝  
相川町大字入川2944  
NG27  1／5000  
新潟県  
無し  
平成13年10月31日  
近現代  
施設跡  
Ⅹ238739．7553 Y－11488．2133  
雑木林の急斜面に、自然石の石垣  
が残っている。土砂留めに築かれ  
たのか？  
谷の両側は急斜面で、崩落による  
岩石で埋まっている。岩石には苔  
が生えている。近辺は水性植物が  
多い。  
14．立  地  
二≠苧≠  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者  斎藤本恭、近藤貫海、鎌田直治   
仁蟄．ノeゝ  
a  
1．調査記号番号  
2．鉱 山 名  
3．所 在 地  
4．地図・縮尺  
5．土地所有者  
6，指  定  
7．調査年月日  
8．時  代  
9．構 造 種 別  
10．規  模  
11．間 歩 名  
12．位 置 座 標  
13．現  状  
No．1－285  
二見鉱山  
准川l町大字二見（光蓮坊）274－1  
65  1／5000  
相川町 市野起夫  
無し  
平成15年1月13日  
近現代  
横坑道  
縦80×横110×奥850  
Ⅹ219774．401 Y－21394．747  
段丘斜面に、岩盤が苔むしている  
ぼっかり坑口が見える。  
前面は約1．8mはばの溝状になって  
る、その先にテラスが一寸ある。   
二見神社の裏手の段丘（50m）で、  
畑耕作されている縁辺の斜面であ  
る雑木林。  
14．立  地  
15．参 考 資 料   
16．調 査 者 上林章造、鎌田直治  
－162－   






寺 社 調 査  
調 査 の 概 要   
1．目 的  
坑道の釜の口には「大山砥」を祀り、作業の安全と良い鉱脈に当たり量産できるように願って、崇  
拝されていた。   
下山の神町に鎮座する、大山砥神社は佐渡鉱山で、祭礼ならびに修復等に諸費を賄っている。また  
神官の安岡氏は大久保奉行が石見から来島させてその職に充たらせている。   
殆どの社に奉納されている灯籠、手洗鉢等には鉱山関係者の氏名が刻字されている。信仰をふかめ  
ていることを示す現れでもあろう。   
寺院は、奉行、山師等（大久保長安の大安寺、味方但馬の瑞仙寺等）によって建立された寺院。奉  
行の墓碑、供養塔。山師、役人、鉱山労働者等の墓碑。無宿人の供養塔、鉱山に深い関わりを持った  
多くの人々の生涯を物語る一翼を担っている。それ等は鉱山稼働の盛衰変遷にも繋がり、鉱山史に迫  
る狙いとする。  
2．方 法   
現存寺社について、調査カード項目を次のように設定した。  
・名称（宗派、山号、呼称）・所在地 ・管理者（神職、住職、檀家惣代）  
・現状 ・建築年代 ・創建・開基 ・祭神・本尊 ・祭礼・本山寺  
・構造（屋根造り）材質・社面積  ・構造物 ・工作物 ・指定の有無  
・由緒 ・立地 ・参考資料 ・所見 ・調査貞 ・調査年月日   
・配置図 ・写真   
相川町は町史編纂室に資料が収集され、資料集・町史「佐渡相川の歴史」が刊行されている。しか  
し時代の変遷、建造物の老朽も激しく調査中にも廃寺となり撤去されたもの、修復されたもの等配置  
図等再計測を余儀なくされた。境内の景観は風害、松食虫による枯死によって様変わりしている。   
廃寺については、現存の寺院に合併したものは確認は割合調査も伸展したが、江戸時代に既に廃寺、  
移転したものがあり、位置の確認はできない。また銀山町等鉱山の近代化によって開発が進み地形が  
変わって、痕跡を残していないものもある。   
資料として、「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相川志」「佐渡名勝志」「相川町誌」「佐渡相川の歴史」  
等から寺名を収集し、古絵図、伝承、地域住人の話等を参考にしながら現地踏査を繰り返したが、人  
家が無くなった所は放置され自然林化して、雑草、竹薮、老木の枯死に覆われ、踏査も時間を要した。   
調査員の三浦啓作、鎌田直治は二人で現存寺院を現地踏査で撮影、配置図を野帳に記載して、調査  
項目にしたがって整理する計画にした、無住や兼務寺院は聞き取り調査に時間を要して計画通りには  
進行しなかった。   
一応確認できたものは、地籍図をもとにして1／5000の地図上におとした。  
－169－   
3．調査の成果   
調査項目を設定し、平成12年3月から調査を実施した。調査委貞二人では計測し記録、写真撮影  
と慌ただしい作業ではあった。また兼務住職の寺院で住職が町外の場合連絡に時間を要したり、聞き  
取りも侭ならない場合があった。住職さんのなかには調査目的から具体的説明をして納得のうえ許し  
を得る等大変であった。   
神社では、神職の方が兼務されている実態から、実質管理は氏子の方々の奉仕している現状で、祭  
典も侭ならないものがある。祭神によっては、全島から参拝者が多く集まった神社も、時代の流れで  
減少した社会情勢は、昔を忍ばせるものである。   
ニッ岩大明神の祭神は団三郎絡となっている。絡伝説は全島に様々のかたちで残ってるが、鉱石の  
製錬に輔が大きく関係している。輔のピストンの要に絡革が使用されている、提をもって保護繁殖し  
たという。   
長安の渡海にあたっての記録に「代官所へ参り候時は家来の外美女二十人猿楽三十人供に召連上下  
泊々にて打はやしおどらせ適中候」とあり、寺社に能が奉納された記録が残されているが、現在相川  
には能舞台は存在しない。   
寺社の工作物（手洗鉢、鳥居、灯龍等）寄進者は、殆ど鉱山関係者であった。   
寺院の開基年代をみると、慶長期（1596～1614）に最も多く、元和、寛永（1615～1644）とつづいてい  
る。鉱山稼ぎの面を見ると、元和、寛永期には盛大である。（金銀産出量慶長17年以前不詳）鉱山都市  
が形成された時期であろう。   
慶長6年の間歩発見以前に開基寺院が見られることは、寺院の移転によるものか、既に集落が成立  
していたかは記録でははっきりしない。   
真言宗、浄土宗などは町の上級町人が大半で、大阪、若狭、尾張、堺など関西系を中心とした地方  
から来た人々である。それに対して浄土真宗は、鉱山労働者が集団移動して来たのではないだろうか。  
同じく禅宗、日蓮宗、時宗などで、越中、越前、越後、加賀など北陸地方から新たに来任した人々や  
上級町人に従って来島した者で占められている。   
寺院の位置関係では上相川の鉱山地帯の台地には真言宗、日蓮宗などの寺院が多く、上級町人にあ  
たる山師や関西を中心にした商人とそれらの人々に従って来島した人々の一団が開いた寺々があった。   
寺は葬送や仏事だけのためにあったのではなく、一団の集会など日常公共施設としても広く使われ  
ていたのであろう。   
今後、上相川の発掘調査によって、廃寺で確認されている専念寺、玄徳寺、法華寺、専照寺跡等が  
あるので明確になることであろう。  
－170一   
宗派別集計  
現 存   廃 寺   所在不明  不確実寺   宗 派 名  計   
浄 土 宗   4   15   4  23   
浄土真宗   10   9   22   4   45   
日 蓮 宗   9   12   2   2   25   
真 言 宗   6   6   2   2   16   
天 台 宗   3   5   
禅  宗   2   10   3   4   19   
不  明  14   14   
開基年代  
浄 土 宗  浄土真宗   日 蓮 宗  真 言  宗   天 台 宗   禅 宗   
慶 長   8   9   8   7   4   
元 和   10   10   4   7   
寛 永   5   2   8   
不 詳   18   4  4   
計   24   39   21   13   2   15   
他   応仁、永正   慶 安   永 正   永 正   文禄、万治  
※慶長（1596～1614）元和（1615～1623）寛永（1624～1644）  
ー171－   
1．No．  相川 1  
2．名  称 善知鳥神社  
3．所 在 地 相川町下戸村字宮の腰145番地  
4．管 理 者 佐々木勉  
5．現  状 良好（老松が松食虫による枯死）  
6．建築改築年代 不詳  
建 仁平元年（1151）  
神 住吉三神・渡津見三神  
礼 10月19日  
積 616坪（2033Ⅰポ）  
物 本殿・幣殿・拝殿・社務所  
造 拝殿は日吉造  
物 鳥居1基・灯籠2対・狛犬3対  
手洗鉢1基・参道石畳石段  
緒 善知鳥七郷の総鎮守とされてい  
た。現在地に移る以前は金泉地区  
の戸中に鎮座していたと伝えてい  
る。  
7．創  
8．禦  
9．禦  
10．杜 面  
11．建 造  
12．構  
13．エ 作   
14．由  
′  
下戸と鹿伏境の．段丘の麓。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
昭和11年5月鹿伏大神宮を併合。  
昭和29年下山の神の東照宮を併合  
する。祭礼は「相川祭」と称し町  
民、観光客が提灯を掲げ神輿のお  
帰りを賑わった  
三浦啓作・鎌田直治  
平成12年4月4日  
15．立  地  
16，参 考 資 料   
17．所  見  
1乱 調 査 員  
19．調査年月日  
1．No．  相川 2  
2．名  称 春日神社  
3．所 在 地 相川町下戸村官の前412番地  
4．管 理 者 三浦叔哲  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 不詳  
建 慶長10年（1605）  
神 武棄槌命・姫大神・他三神  
礼 昔4月5日 現5月5日  
積 844．2坪（2786汀f）  
物 本殿・幣殿・拝殿  
造 本殿春日造・拝殿日吉造  
物 鳥居1基・灯寵2対・手洗鉢1基  
緒 始め鹿伏村春日崎に創建された。  
7．創  
8．警  
9．葵  
10．社 面  
11．建 造  
12．構  
13．工 作  
14．由  
慶長12年卜部兼治朝臣渡海の際に  
他の三神を勧請して春日大明神と  
改めた。元和5年現在地に遷宮し  
た。  
15．立  地 旧県道沿いで善知鳥神社の東に隣  
接する。  
16．参 考 資 料 「佐渡相川志」「相川町誌」  
「佐渡神社誌」  
17．所  見 境内に町遊園地を設置して、地域  
の住人によって草刈り等して整備  
されている。  
18．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治  
19．調査年月日  平成12年4月4日  
－172－   
1．Na  相川 3  
2．名  称 北野神社  
3．所 在 地 相川町下戸村363番地  
4．管 理 者 宮崎三春  
5．現  状 普通  
6．建築改築年代 不詳  
i．  
建 慶長6年（1601）  
神 菅原道真朝臣  
礼  6月25日  
積 365．3坪（1205nゴ）  
物 本殿・幣殿・拝殿・神僕所・物置  
造 拝殿は入母屋  
物 鳥居1基・灯籠1対・狛犬1対  
手洗鉢1基・参道石畳石段  
緒 真言宗金光寺（国分寺未）の境内  
7．創  
8．禦  
9．禦  
10．社 面  
11．建 造  
12．構  
13．工 作  
14．由  
に、道真公の尊像を安置していた。  
元和9年に佐渡奉行鎮目の信仰に  
より、社殿を造営された。寺は明  
治の廃仏毀釈によって廃せられ、  
住僧は神職となる。  
15．立  地 下戸の銭座旧県道に沿って一段高  
い、神域となっている。  
16．参 考 資 料 「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
17．所  見 寺は本寺の国分寺に併合した。道  
路沿いには石仏があって地域民の  
信仰を集めている。  
18．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治  
19．調査年月日 平成12年4月4日   
1．No．  相川 4  
2．名  称 熊野神社  
3．所 在 地 相川町下戸村126番地  
4．管 理 者 富崎稔  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 明治17年改築  
建 元禄年中（1688～1703）  
神 伊井諾尊・速玉男命・事解男命  
礼  9月10日  
積 167坪（551．6Ⅰポ）  
物 本殿・幣殿・拝殿・神供所  
造 入母屋  
物 鳥居1基・灯籠1対・手洗鉢1基  
狛犬1対・社号柱1  
緒 始め惣四郎という農夫が、飼をこ  
7．創  
8．祭  
9．禦  
10．社 面  
11．建 造  
12．構  
13．工 作   
14．由  
の地に建てた。鹿伏村の了蔵院を  
別当として毎年祭礼を行なう。  
県道沿いで消防署の隣。  
「佐渡相川志」「相川町誌」  
「佐渡神社誌」  
山の神系を示巳っていたらしく諸説  
がある。猟師等の信仰が篤かった。  
境内社 稲荷神社  
三浦啓作・鎌田直治  
平成12年4月4日  
15．立  地  
16．参 考 資 料   
17．所  見  
18．調 査 員  
19．調査年月日  
－173－   
1．No．  相川 5  
2．名  称 金刀比羅神社  
3．所 在 地 相川町五郎左衛門町28番地  
4．管 理 者 栗山三樹雄  
5．現  状 普通  
6．建築改築年代 不詳  
7．創  建 永録3年（1560）  
8．祭  神 崇徳天皇・大物主命・事代主命  
9．祭  礼  8月10日  
10．社 面 積 144坪（475Ⅰポ）  
11．建 造 物 本殿・幣殿・拝殿・合祀殿  
12．構  造 本殿流造・拝殿は入母屋  
13．工 作 物 鳥居1基・灯籠1対・狛犬1対・凱  
旋門 手洗鉢1基・参道石畳石段  
14．由  緒 永禄3年讃岐の琴平宮の別当金剛  
寺の僧が、渡海して吉井に創建。  
寛永17年に相川に移る、山師樋口  
五郎左衛門、社殿を改築し規模を  
増大す。  
三町日と四町目の境、段丘下。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
戦前は海の神、戦の神として島内  
各地から信仰を集めていた。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成12年4月4日  
15．立  地  
16．参 考 資 料   
17．所  見   
18．調 査 員  
19．調査年月日  
1．No．  相川 6  
2．名  称 塩竃神社  
3．所 在 地 相川町江戸沢町18番地ノ子  
4．管 理 者 富崎稔  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 不詳  
建 文禄元年（1592）  
神 塩土老翁命・猿田彦命  
礼  5月15日  
積 283．3坪（539ni）  
物 本殿・幣殿・拝殿・社務所  
造 入母屋 拝殿唐破風  
物 鳥居1基・灯籠3対・手洗鉢1基  
狛犬1対・社号柱1  
緒 始め塩屋町の丘腹に創建、長坂に  
7．創  
8．祭  
9．禦  
10．社 面  
11．建 造  
12．構  
13．工 作  
14．由  
牢屋ができて、その汚械に触れる  
ということで寛永6年今の地に移  
る。  
15．立  地 門前と羽田の交差点から小路を南  
東に進み間切川を渡ったところ。  
16．参 考 資 料 「佐渡相川志」「相川町誌」  
「佐渡神社誌」  
17．所  見 創建が塩焼きと関係がある塩屋町  
で、「塩竃」とつけたという伝承  
がある。塩問屋岩佐嘉右衛門がい  
た所でもある。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年3月31日  
18．調 査 員  
19．調査年月日  
ー174－   
No」  相川 7  
名  称 大山祓神社 跡  
所 在 地 相川町上山之神町1番地  
管 理 者 相川町  
現  状 原野  
建築改築年代  
創  建 慶長6年（1601）  
祭  神 大山砥命・珂遇突智命  
祭  礼  
社 面 積 明治16年「寺社明細帳」に840坪  
????????????????
??????????
（2772ni）  
なし  
????????????
灯籠1対・石段・社殿の礎石  
慶長6年相川金銀山の立ち始まり  
に、鉱山鎮護のため勧請と伝えら  
れる。明治33年下山之神の大山砥  
神社に合併する。  
地 上相川町の最奥の高台。真には上  
相川川が流れている。  
参 考 資料 「佐渡相川志」   
??????? ?
史蹟保存として考えたい。  
三浦啓作・鎌田直治  
???
???
???
調査年月日 平成12年3月25日  
1．Nn  相川 8  
2．名  称 高任神社  
3．所 在 地 相川町惣徳町  
4．管 理 者 佐々木勉  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代  
7．創  建  
8．祭  神 大島高任  
9．祭  礼  5月13日  
10．社 面 積 283．3坪（539Ⅰポ）  
11．建 造 物 本殿、  
12．構  造 権現造銅版茸  
作 物 木鳥居1基・灯寵1対  
???????????
道遊の割戸の真下。   
鉱山の近代化に取り組んだ大島高  
任の功績を讃えると共に、今後史  
蹟を観光に結びつけるに好条件で  
はないだろうか。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年3月30日  
18．調 査 員  
19．調査年月日  
－175－   
1．No．  相川 9  
2．名  称 稲荷神社（関東）  
3．所 在 地 相川町五郎右衛門町25番地  
4．管 理 者 佐々木勉  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 不詳  
7．創  建 元禄2年（1689）  
8．祭  神 倉稲魂命、  
9．祭  礼  9月28日  
10．社 面 積 346坪（1143，8d）  
11．建 造 物 本殿・幣殿・拝殿  
12．構  造  日吉造  
13．工 作 物 灯龍1対・手洗鉢1基・石段、  
14．由  緒 金児関東弥右衛門が、私費をもっ  
て創建と伝えられる。  
15．立  地 濁川添いのスカイライン北側斜面  
の中段。第三駐車場の向かい合い。  
16．参 考 資料 「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
17．所  見 深緑の頃は見応えがある。関東間  
歩跡  
18．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治  
19．調査年月日 平成12年3月28日  
1．No．  相川10  
2．名  称 北野神社（天満宮）  
3．所 在 地 相川町大工町14番地  
4．管 理 者 佐々木勉  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 不詳  
7．創  建 天正年中（1573～1592）  
8．祭  神 菅原道真朝臣  
9．祭  礼  5月25日  
10．社 面 積 67．9坪（224．2Ⅰポ）  
11．建 造 物 本殿・幣殿・拝殿、  
12．構  造 瓦茸  
13．工 作 物 鳥居1基木・灯籠1対・狛犬1対  
14．由  緒 沢根城主本間摂津守永州が、先祖  
祭祀のために創建と伝える。  
大工町の台地で道路に面してい  
る。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
明治元年弥十郎町の北野神社と合  
併。石像物は鉱山関係者の寄贈に  
よるのである。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年3月30日  
15．立  地  
16．参 考 資 料  
17．所  見  
18．調 査 員  
19．調査年月日  
－176－   
1．No」  相川11  
2．名  称 大神宮  
3．所 在 地 相川町夕自町23番地  
4．管 理 者 佐々木勉  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 不詳  
建 不明  
神 大日霊貴尊、  
礼  6月11日  
積 275坪（907．5Ⅰポ）  
物 本殿・幣殿・拝殿  
造 切り妻  
物 鳥居1基・灯籠2対・手洗鉢1  
基、石畳  
緒 買石地嶋甚兵衛霊夢により、銀山  
の盛りを得たため、報寮として北  
沢町に建立したと伝えられている。  
7．創  
8．禦  
9．祭  
10．社 面  
11．建 造  
12．構  
13．工 作   
14．由  
夕自町の旧道に面している。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
地域の社という感じで、住民の手  
で管理されている。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成12年3月30日  
地 15．立  
16．参 考 資 料   
17．所  見   
18，調 査 員  
19．調査年月日  
??」「??
、」?????
1．No．  相川12  
2．名  称 大山砥神社  
3．所 在 地 相川町下山之神町7番地  
4．管 理 者  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 大正5年改築  
7．創  建 慶長10年（1605）  
8．祭  神 大山祀命・木花開耶姫命  
9．祭  礼  7月13日  
10．社 面 積 670坪（2508Ⅰポ）  
11．建 造 物 本殿・幣殿・拝殿・神供所  
12．構  
13．工 作 物 鳥居1基・灯寵2対・狛犬1対  
手洗鉢1基、号柱1  
14．由  緒 大久保長安の創建の社。神職の安  
同氏は、長安が石見から連れてき  
た。  
下山ノ神台地で給源寺と隣接。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
鉱山の守り神として、鉱山祭りに  
は神事が行なわれている。氏子の  
ない神社、鉱山の公的な社の性格  
が民間企業に移行した現れである。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年3月27日  
?????
?????
??????????
18．調 査 員  
19．調査年月日  
一177－   
1．No．  相川13  
2．名  称 八幡宮  
3．所 在 地 相川町下山ノ神46番地  
4．管 理 者 佐々木勉  
5．現  状 管理良好  
6．建築改築年代 不詳  
7．創  建 元和9年（1623）  
8．祭  神 誉田別尊・気長足姫尊・玉依姫命  
9．祭  礼  6月15日  
10．社 面 積 249．7坪（824Ⅰポ）  
11．建 造 物 本殿・幣殿・拝殿・神僕所  
12．構  造  日吉造  
13．工 作 物 鳥居1基・灯籠2対・手洗鉢1  
基、石畳  
14．由  緒 大間町の海浜に勧請されて以来数  
度の遷座を重ねて、享保4年現在  
地に移る。  
15．立  地 下山ノ神台地の厳常寺坂の上人口  
に鳥居がある。  
16．参 考 資 料 「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
17．所  見 鉱山労働者ならびに町民の信仰を  
集めた。  
18．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治  
19．調査年月日  平成12年3月27日  
ナ一・－い・・一－‾  
1．No．  相川14  
2．名  称 愛宕神社  
3．所 在 地 相川町下山之神町  
4．管 理 者 佐々木勉  
5．現  状 管理 一部破損している  
6．建築改築年代 不詳  
慶長12年（1607）  
伊井諾尊・伊井冊尊・迦具土命  
7月24日  
807坪（2663Ⅰポ）  
本殿・拝殿   
手洗鉢1基  
奉行所の鬼門鎮護の為、卜部兼治  
朝臣により神体を勧請された。  
下山之神台地の北側稜線の高い位  
置108石段の上。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
現在は社殿のみで、神体は善知鳥  
神社と合併す。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年3月27日  
7．創  建  
8．祭  神  
9．祭  礼  
10．社 面 積  
11．建 造 物  
12．構  
13．工 作 物  
14．由  緒  
15．立  地  
16．参 考 資 料  
17．所  見   
18．調 査 員  
19．調査年月日  
﹇????
??????????
1．No．  相川15  
2．名  称 風宮神社  
3．所 在 地 相川町下相川  
4．管 理 者 宮崎千之  
5．現  状 管理普通  
6．建築改築年代 不詳  
7．創  建 寛永3年（1626）  
8．祭  神 級長戸辺命・級津彦命・合祀 菅  
原道真朝臣  
6月15日  
98．5坪（325Ⅰポ）  
本殿・幣殿・拝殿・神餞所  
春日  
鳥居1基・灯籠2対・手洗鉢1  
基、狛犬1対・石畳  
始めは台地の上で左右に岩あり耳  
岩と称する。後現在地に移された。  
柴町の裏、段丘下部で一段高い。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
昭和29年同町内の北野神社を合併  
する。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成12年3月27日  
??????
??????
?????????????
??????
14．由  緒   
15．立  地  
16．参 考 資 料   
17．所  見   
18．調 査 員  
19．調査年月日  
1．No」  相川16  
2．名  称 戸河神社  
3．所 在 地 相川町下相川322番地  
4．管 理 者 富崎伸昭  
5．現  状 管理 普通  
6．建築改築年代 不詳  
7．創  建 不詳  
8．祭  神 戸川藤五郎  
9．祭  礼  6月15日  
10．社 面 積 268坪（889Ⅰポ）  
11．建 造 物 本殿、拝殿  
12．構  造 入母屋  
13．工 作 物 手洗鉢2基・社号柱・門柱・鳥居  
1基 灯籠1対、  
14．由  緒 佐渡の木炭焼きの開祖といわれ、  
有徳の人で町民の信奉を得るとと  
もに開拓をし村を築くに至った。  
下相川富崎の岩礁地帯の一角。  
「佐渡神社誌」「相川町誌」  
「佐渡国寺社境内案内帳」  
合祀 須勢理姫命・豊玉姫命・倉  
稲魂命 戸河権現であったが明治  
41年戸河神社と改める。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年3月27日  
15．立  地  
16．参 考 資 料   
17．所  見  
18．調 査 員  
19．調査年月日  
－179－   
1．No．  相川 17  
2．名  称 百足山神社  
3．所 在 地 相川町下相川866  
4．管 理 者 富崎伸昭  
5．現  状 建造物は普通、木立は松食虫で枯死  
6．建築改築年代 不詳  
建 不詳  
神 須勢理姫命  
礼  
積 15坪（49．5Ⅰポ）  
物 本殿・拝殿  
造 拝殿入母屋  
物 鳥居2基・灯寵1対・狛犬1対  
参道石段  
緒 明治16年県令に提出された「神社  
明細帳」に「安永3年9月朔日旧  
霊山寺の後の山石穴より一丈余り  
の百足出現せしにより鎮祭せし  
旨。従前見上権現と称し来る処、  
明治11年7月改称とある。  
地 県道下相川の集落はずれのカーブ  
から見上げる岩山の中段。  
7．創  
8．禦  
9．祭  
10．社 面  
11．建 造  
12．構  
13．エ 作   
14．由  
???????????????
海よりの強風にさらされるので管  
理が大変である。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年3月31日  
18．調 査 員 見  
19．調査年月日  
1．No．  相川18  
2．名  称 ニッ岩大明神  
3．所 在 地 相川町下戸村  
4．管 理 者 能村礼子  
5．現  状 建造物は良好  
6．建築改築年代 不詳  
7．創  建 不詳  
8．祭  神 団三郎絡  
9．祭  礼  4月12日  
10．社 面 積  
11．建 造 物 本殿・拝殿・地蔵堂  
12．構  造 切り妻、木造。土台岩盤にコンクリート  
13．工 作 物 鳥居6基・石灯籠3対・手洗鉢3  
14．由  緒 鉱山の精練に使用する輔のビスト  
ンに巻く皮が大量に使われるの  
で、ニッ岩団三郎が絡を放し保護  
繁殖させたという。  
相川町と佐和田町との境界林道、ニッ  
岩線を約1．5km登ると、鳥居が並んで  
いる参道を大仏沢に下がりかけた岩。  
「佐渡の絡の話」山本修之助  
参詣者が多く大願成就すると鳥居  
が参道上に奉納され、奉納者の名が  
書かれている。その数は300基をこ  
えている。佐渡絡の伝承は多く、家  
内安全、病気平癒、祈願成就と御利  
益があると信じられている。  
三浦啓作・鎌田直治  
平成13年5月17日  
???????????????
査  
??
???????????????
年月日  
ー180－   
1．No．  相川 1  
2．名  称 天台宗 帰命山 弾誓寺  
3．所 在 地 相川町四町目8番地  
4．管 理 者 内藤淳芳  
管理良好 庫裏に住職居住。  
改築明治40年  
寛永13年（1636）7月  
阿弥陀如来  
相模 浄発願寺  
本堂は入母屋照り瓦葺き 外回り  
柱樺・角柱桧。切石土台。  
なし  
開基僧長音は木食弾誓の弟子で、僧  
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料  
11．指  定  
12．由  緒  
祖の名を寺号とす。長音と弟子晴眼  
の刻んだ阿弥陀如来像と薬師像は  
六尺もあり、俗に大仏として多くの  
信仰を集めた。  
13．立  地 市街地の一段高い岩礁地で、河岸段  
丘の下。  
14．参 考 資 料 「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相川志」「相  
川町誌」「佐渡相川の歴史」「佐渡名勝志」  
15．所  見 境内には佐渡奉行角南主謄国寛の  
墓碑あり、またかってはここの岩  
から釣りをしたといわれるくらい  
で、四町目は海であったことが偲  
ばれる位置である。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年4月4日  
ク13．2．21  …  ？間   
相川 2  
浄土宗 廣龍山 法然寺  
相川町下寺町4番地  
東武清隆  
建造物・庭園ともに管理良好 庫  
裏住職居住  
寛延2年再建  
応仁年中（1467～68）  
阿弥陀如来  
京都 知恩院  
本堂入母屋照り瓦葺き、向拝付  
き・庫裏・土蔵・水屋観音堂・山門。  
なし  
開基僧行誉、応仁年中に佐和田町  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
大阪町に一宇を建立法界寺と号  
す。慶長11年に移る。寛永11年佐渡  
の触頭となる宝暦に寺号を改める。  
13．立  地 下寺町の高位置で、道遊線が寺の  
裏側を通ってる。  
14．参 考 資 料 「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡年代記」「佐渡相川志」  
「佐渡相川の歴史」「相川町誌」  
15．所  見 境内には佐渡奉行伊丹播磨守康  
勝・大熊善太郎の墓・田中英園・蔵  
田茂樹・黒沢金太郎の墓がある。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年4月4日  
〃13．2．20  
一181－   
1．No．  相川 3  
2．名  称 浄土宗 金龍山 広源寺  
3．所 在 地 相川町南洋町145番地  
4．管 理 者 古藤宗雄  
管理良好 庫裏住職居住  
明治10年再興  
元和7年（1621）  
阿弥陀仏  
京都 知恩院  
本堂入母屋照り瓦葺き 向拝付き 切石土台。  
なし  
開基僧伊豆の専誉という、願主は  
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・ネオ料  
11．指  定  
12．由  緒  
佐渡奉行竹村九郎右衛門嘉政。明  
治元年に廃寺になるまでは中教院  
にあった。明治10年檀家の願いが  
叶い現在地に再興す。  
13．立  地 郷蔵 南洋町段丘の中段竹林あり。  
江戸沢町から会津町への坂道沿い。  
14．参 考 資 料 「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「相川町誌」「佐渡名勝誌」  
「佐渡相川の歴史」  
15．所  見 明治の廃仏稀釈の際、住職が寺領  
を携え帰農したが、再興の時には  
その土地は半減してしまったとい  
う。堂塔・仏具などは相川一の壮  
麗といわれていた。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年4月4日  
ク13．2．21  
1．No．  相川 4  
2．名  称 浄土宗 長栄LU 大安寺  
3．所 在 地 相川町江戸沢町1番地  
4．管 理 者 末武義章  
5．現  状 建造物、庭園ともに管理良好。庫裏に住職居住  
6．建築改築年代 延享元年再建  
7．開  基 慶長11年（1606）  
8．本  尊 阿弥陀仏  
9．本 山 寺 京都 知恩院  
10．構造・材料 本堂入母屋尻上がり瓦葺き、向拝  
付き。庫裏・水屋、観音堂・山門。  
11．指  定 国指定の長安逆襲塔・川村の僕養塔。  
12．由  緒 大久保長安が京都から大雲院聖誉貞  
安を招碑して開基、その後数回の火災  
により規模が縮小されて現在に至。  
13．立  地 羽田町の東端門前から直線のなだ  
らかに登り詰めると山門にたどり  
つく。山門からは相川汚が春日崎  
を結んでよく見える。  
14．参 考 資 料 「佐渡名勝志」「佐渡年代記」「佐渡相  
川志」「佐渡相川の歴史」「相川町誌」  
15．所  見 境内には国指定の長安の逆襲塔、  
川村彦左衛門の供養塔がある。北側  
斜面には町指定タブ樹林がある。当  
初の本堂は十二間に十間の大伽藍  
であったが数度の火災に合った。  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
ク13．2．21  
－182－   
1．No．  相川 5  
2．名  称 浄土宗 声運山 立岩寺  
3．所 在 地 相川町下戸村647番地  
4．管 理 者 末武清隆（兼務）  
5．現  状 管理良好 近年観音堂屋根瓦葺き替え。  
寛永6年 享保3年  
元和年中  
阿弥陀仏 ※片袖の弥陀  
京都 知恩院  
本堂は切り妻瓦葺き向拝付き 切石土台。  
なし  
はじめ四町目西側に創建、境内に吃  
立した巨岩があったので寺号とした。  
相川小学校の前。一段低い県道添い。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「相川町誌」「佐渡相川の歴  
史」「佐渡年代記」  
明治の廃仏毀釈で明治10年再興。  
明治6年から明治9年迄小学校に  
仮用される。庫裏は撤去されてい  
る。  
三浦所作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日  
ク13．2．21  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料  
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
ぺて1】1小墾再  
15．所  見  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
＝リ 
Na  相川 6  
名  称 浄土真宗 称名山 大福寺  
所 在 地 相川町六右衛門町36番地  
管 理 者 丸山照夫  
?????????????
?????
建造物管理良好 庫裏改築住職居住す。  
不詳  
慶長17年（1612）  
阿弥陀如来  
京都 西本願寺  
本堂切り妻瓦葺き向拝付き  
なし  
越中城端から僧宗俊渡来し、慶長  
17年に建立した。  
上京町の上で丸山とも呼んでいる  
現  状  
建築改築年代  
開  基  
本  尊  
本 山 寺  
構造・材料  
指  定  
由  緒  
13．立  地  
斜面。  
14．参 考 資 料 「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡年代記」「佐渡相川志」  
「佐渡相川の歴史」  
15．所  見 境内は斜面を利用して植栽されて  
いる。明治の廃仏毀釈で明治10年  
再興す。宗俊の持仏十五光仏とい  
う光明本尊が保存されている。鉱  
山の工夫の信仰が篤かった。明治  
7年より同9年迄小学校の仮校舎  
に使用。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
ク13．2．20  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
）          8間 ！！！！！！  
－183－   
1．No．  相川 7  
2．名  称 浄土真宗 無量山 常徳寺  
3．所 在 地 相川町羽田町26番地  
4．管 理 者 坂本外次（檀家惣代）  
5．現  状 管理良好  
明治12年火災 その後新築  
元和元年（1615）  
阿弥陀如来  
京都 西本願寺  
本堂は切り妻瓦葺き向拝付き、切  
石土台。  
なし  
開基後本山に請けて御坊となる。  
鉱山衰退すると寺運振るわず、別  
院を停めて大阪道頓堀常徳寺の僧  
元世が入・って累代相続し来たる。  
羽田町東側段丘下部。門前に近い。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14，参 考 資 料  
川志」「相川町誌」「佐渡相川の歴  
史」「佐渡年代記」  
15．所  見 小倉大納言突起父子の止宿所と  
なったこともある。また明治12年  
相川警察署の仮設所となった。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年4月4日  
ク13．2．20  
Na  相川 8  
名  称 浄土真宗 紫雲山 万照寺  
所 在 地 相川町諏訪町17番地  
管 理 者 小林祐玄  
???????????
??
建造物管理良好 庫裏住職居住  
不詳  
（万行寺）元和5年（1619）  
阿弥陀如来  
京都 東本願寺  
本堂切り妻瓦葺き向拝付き、切石  
土台。  
なし  
安楽寺・証誠寺・浄願寺、更に明  
現  状  
建築改築年代  
開  基  
本  尊  
本 山 寺  
構造・材料  
11．指  定  
12．由  緒  
治になって専照寺と合併して万照  
寺と改める。  
13．立  地 諏訪町で現在住民が居住する所と  
しては、最奥山となった。スカイ  
ラインの登り口あり。大工町の奥  
なり。  
14．参 考 資 料 「佐渡名勝志」「佐渡年代記」「佐  
渡相川志」「佐渡相川の歴史」  
15．所  見 境内には大岡源三郎父子の墓があ  
る。山門は佐渡奉行所の裏門を、  
移築したと伝えられている。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月28日   
ク13．2．20  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
）        5M ！！！！！！   
－184－  
1．No．  相川 9  
2．名  称 浄土真宗 厳照山 蓮光寺  
3．所 在 地 相川町左門町27番地  
4．管 理 者 福岡仁  
管理良 山門の屋根瓦が痛んでいる。   
慶長8年（1603）  
阿弥陀如来  
京都 東本願寺  
本堂は切り妻瓦葺き向拝付流れ屋  
根 切石土台。柱材 桧・杉  
なし  
開基僧徳了、越中砺波郡柳瀬村に  
当寺を創建、後相川に移り寺をも  
移した。住職の系統から院家に準  
ずる格式を許される。其の血統は  
第人世まで続く・九世は新津よ  
り、法灯を次ぐ明治迄続く。  
京町南側の清閑な地。  
「佐渡相川志」「相川町誌」「佐渡  
相川の歴史」「佐渡年代記」  
正徳元年・寛保2年の2回にわた  
る火災にあっている。奉行本日隼  
人親其の墓あり。境内に鉱山石臼  
が多く見られる。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月28日   
ク13．2．20   
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
????
?????
?????．?
??
16．調 査 員  
17．調査年月日  
相川10  
浄土真宗 片月山 願龍寺  
相川町大間町35番地  
大久保州（兼務）  
建造物管理良好 庫裏。無住 兼  
務。裏山水害あり  
宝永2年移築  
慶長7年（1602）  
阿弥陀如来  
京都 東本願寺  
本堂入母屋瓦葺き向拝付流れ屋根  
切石土台。柱材 桧・杉  
なし  
開基僧明専、佐和田町鶴子に創建。  
寛永10年弥十郎町に移る、更に正保  
年中に紙屋町光順寺と合併し、紙屋  
町に移る。宝永2年現在地に移る。  
大間の段丘下で湊の見える位置に  
ある。県道に面し、スカイライン  
入口北側にあり。  
「佐渡名勝志」「佐渡年代記」「佐  
渡相川志」「佐渡相川の歴史」「相  
川町誌」  
現在地は大間町越後屋儀右衛門の  
土蔵敷地跡という。  
三浦啓作、鎌田直治、羽二生正夫  
平成12年4月4日  
ク13．2．21  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
15．所  見   
16．調 査 員  
17．調査年月日  
ー185－   
1．NG  相川11  
2．名  称 浄土真宗 金津山 永富寺  
3．所 在 地 相川町一町日義町4番地  
4．管 理 者  卜部泰  
管理良好 庫裏住職居住。山門  
慶応年間に焼失再建  
元和3年（1617）  
阿弥陀如来  
京都 東本願寺  
本堂は入母屋瓦葺き向拝付流れ屋  
根。切石土台。柱材 樺・桧  
なし  
越前金津、永宮寺5世了祐、元和  
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料  
11．指  定  
12．由  緒  
3年渡海石抑町に建立。承応2年  
現在地に移る。  
13．立  地 一町日裏通りと間切川（赤川）の  
間にある。  
14．参 考 資 料 「佐渡相川志」「相川町誌」「佐渡  
相川の歴史」「佐渡年代記」  
15．所  見 寺名が永弘寺もあるが、永富寺と  
変わっている。12世順永（松堂）  
は「佐渡相川志」を著し、博学高  
徳の人であった。寺運を興し、子  
弟の育成に尽くした。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年4月4日  
〃13．2．20  
ー、くヒ  
＼＼ 
＼＼  
）         51■ ！！！！！！   
相川12  
浄土真宗 普照山 廣永寺  
相川町羽田町14番地  
大久保州  
建造物管理良好 庫裏住職居住 近  
年山門補修、本堂屋根瓦葺き替 鐘楼  
元禄10年類焼翌年再建  
慶長8年（1603）  
阿弥陀如来  
京都 東本願寺  
本堂入母屋瓦葺き向拝付流れ屋根  
切石土台。  
なし  
開基僧円照は片貝村の人という。  
もとは加賀専光寺末であった。明  
治維新以後は、東本願寺未となる。  
羽田町の繁華街に面している。裏  
は段丘斜面が押し迫っている。  
「佐渡名勝志」「佐渡年代記」「佐  
渡相川志」「相川町誌」「佐渡相川  
の歴史」  
境内には丸岡南陽の墓がある。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年12月7日   
ク13．2．20  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
15．所  見  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
一186－   
No．  相川13  
名  称 浄土真宗 吹雲山 長明寺  
所 在 地 相川町南揮町34番地  
管 理 者 松島明  
????????????
??
管理良好 庫裏住職居住。山門  
元禄年中再建  
慶長19年（1614）  
阿弥陀如来  
京都 東本願寺  
本堂は入母屋瓦葺き向拝付流れ屋  
根 切石土台。  
町指定 欄間の彫刻  
開基僧浄誓、生国越中。慶長19年  
現  状  
建築改築年代  
開  基  
本  尊  
本 山 寺  
構造・材料  
11．指  定  
12．由  緒  
渡海して建立。火災に遭っていな  
いので江戸時代の面影を残してい  
る。  
13．立  地 南洋と中寺町の填で、道は大工町  
に通り抜ける。  
14．参 考 資 料 「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「相川町誌」「佐渡相川の歴  
史」「佐渡年代記」  
15．所  見 明治の廃仏段釈にあったが、同10  
年復興する。明治中に五郎右衛門  
町の称名寺を併合している。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年3月28日  
ク13．2．20  
1．Na  相川14  
2．名  称 浄土真宗 清治山 称念寺  
3．所 在 地 相川町下戸炭屋浜町44番地  
4．管 理 者 池田和子  
建造物管理良好 庫裏住職居住  
明治10年頃移転再建  
寛永8年（1631）  
阿弥陀如来  
京都 東本願寺  
本堂入母屋瓦葺き向拝付下屋 切  
石土台。  
なし  
最初佐和田町沢根五十里の称念寺  
の隠居所として、相川左沢に建立。  
正徳3年に願龍寺跡を買い求め建  
立。明治10年現在地に移る。  
下戸の旧道と海岸道路に挟まれ  
た、浜風の強いところ。  
「佐渡名勝志」「佐渡年代記」「佐  
渡相川志」「佐渡相川の歴史」  
明治の廃仏毀釈元年廃寺、明治10  
年再興する。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
ク13．2．21  
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地   
14．参 考 資 料   
15．所  見  
16．調  
17．調査  
一187－   
1．No．  相川15  
2．名  称 浄土真宗 不思議山 光楽寺  
3．所 在 地 相川町炭屋町8番地  
4．管 理 者 笠野テルエ  
5．現  状 管理普通 庫裏  
6．建築改築年代 明治17年再建  
7．開  基 慶長19年（1614）  
8．本  尊 阿弥陀如来  
9．本 山 寺 京都 東本願寺  
10．構造・材料 本堂は切り妻瓦葺き向拝付流れ屋  
根 切石土台。  
11．指  定 なし  
12．由  緒 開基僧行春能登光楽寺より来て坂  
町に創建したが、波浪強く浸蝕が  
激しいので、元禄年中に現在地に  
移転した。  
13．立  地 大間町のスカイライン取り付けの  
低い町並みにある。  
14．参 考 資 料 「佐渡相川志」「相川町誌」「佐渡  
相川の歴史」「佐渡年代記」  
15．所  見 廃仏毀釈により明治元年廃寺、同  
10年復興する。本荘了寛が生まれ  
た寺。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年4月4日  
ク13．2．21  
1．No．  相川16  
2．名  称 真言宗 医王山 真如院  
3．所 在 地 相川町下寺町14番地  
4．管 理 者 渡部光子（兼務）  
5．現  状 建造物管理普通 庫裏 無住  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
慶長18年（1613）  
薬師如来  
高野山 一乗院  
本堂切り妻瓦葺き向拝付下屋 切  
石土台。柱 樺・桧  
なし  
元は紀州平等院の末寺なり。一説  
に、北條道益の開基という口承が  
有るけれども年代が合わない。  
下寺町の段丘中段にある。  
「佐渡名勝志」「佐渡年代記」「佐  
渡相川志」「佐渡相川の歴史」  
道益の兄朝慶が当寺に住持をして  
いたことから、口承が生まれたの  
かも知れない。道益は医者として  
小倉大約権の治療をした。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
ク13．3．14  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
一188一   
1．Nn  相川17  
2．名  称 真言宗 大悲山 金剛院  
3．所 在 地 相川町五郎左衛門町24番地  
4．管 理 者 小池セツ  
5．現  状 管理普通 庫裏  
6．建築改築年代 不祥  
元和7年（1621）  
不動明王  
奈良 長谷寺  
本堂は切り妻瓦葺き向拝付き 切  
石土台。柱材 杉・桧  
なし  
寛永年間には檀家も多かったが寛  
文中より減少し廃絶。湯殿山の正  
海（遍）と言う行者が渡海し再興  
と伝えられる。  
二町目真の五郎左衛門町の段丘  
下。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「相川町誌」「佐渡相川の歴  
史」「佐渡年代記」  
明治元年廃寺、同10年復興する。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
ク13．2．21  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
年上、－、＼  
15．所  見  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
1            ウ■ ！！！！！！  
1．No．  相川18  
2．名  称 真言宗 延命山 相違寺  
3．所 在 地 相川町中寺町29番地  
4．管 理 者 三浦純一  
5．現  状 建造物管理普通 庫裏 無住 太子堂  
6．建築改築年代 享保7年本堂建立  
慶長7年（1602）  
地蔵菩薩  
佐和田町 星陀羅寺  
本堂切り妻瓦葺き向拝付き、切石  
土台 柱材 樺・桧  
なし  
はじめ上相川にあって地蔵寺、慈  
願寺、金剛院などの門徒を支配し  
ていたが慶安年中に廃絶した。鼻  
陀羅寺の僧これを惜しみ再興す  
る。  
中寺町の段丘中段にある。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡年代記」「佐渡相川志」  
「相川の歴史」  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
15．所  見 一段上にある太子堂の周りには、  
四国八十人観音の石仏が並んでい  
る。これは廃寺となった地蔵寺の  
ものかもしれない。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月27日   
ク13．2．20  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
！   ！   ！  
－189－   
1．No．  相川19  
2．名  称 真言宗 慈眼山 福泉寺  
3．所 在 地 相川町下寺町15番地  
4．管 理 者 渡部義昭（兼務）  
5．現  状 管理普通 本堂と庫裏一屋根 無住  
貞享3年に現在地に再建（相川町  
誌）享保2年に現在地に再建（境  
内案内帳）  
慶長17年（1612）  
不動明王  
佐和田町 長福寺  
本堂は切り妻瓦葺き向拝付き 切  
石土台。 柱材 杉・桧  
なし  
開基より五代不祥、六世相伝中興  
下寺町坂（町指定文化財）に面し  
た中段。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「佐渡相川の歴史」「佐渡年  
代記」  
元は現在地の下に建っていたが、  
西念寺が左門町に移った際その跡  
地に再建。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
〃13．2．20   
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
15．所  見  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
相川 20  
真言宗 泊藤山 観音寺  
相川町鹿伏407番地  
平田教順  
建造物管理良好 庫裏 住職居住  
薬師堂  
明治34年焼失 再建  
不詳（慶長年間再建とある）  
正観音  
奈良 長谷寺  
本堂入母屋尻上がり葺き向拝付き  
切石土台 柱材 櫻・桧  
正観音（県指定）  
慶長以前の開基が伺える。  
鹿伏の海岸線を走る県道（護岸堤  
防がかさ揚げされ路面より低い）  
に面している。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡年代記」「佐渡相川志」  
「佐渡相川の歴史」  
佐渡配流の小倉大納権突起父子の  
遺品あり。小倉父子の墓もある。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月27日   
〃13．2．21  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
15．所  見   
16．調 査 員  
17．調査年月日  
ー190－   
1．No」  相川 21  
2．名  称 真言宗 相栄山 大乗寺  
3∴所 在 地 相川町下山之神町11番地  
4．管 理 者 池田英雅  
5．現  状 管理良好 本堂・庫裏・観音堂  
6．建築改築年代 不祥  
7．開  基 慶長17年（1612）  
8．本  尊 正観音 脇仏 不動 愛染  
9．本 山 寺 奈良 長谷寺  
10．構造・材料 本堂は入母屋瓦葺き向拝付き 切  
石土台。柱材 杉・桧  
11．指  定 絵馬（町指定文化財）  
12．由  緒 開基僧宥詮。本尊の観音像は寛永  
年中の佐渡奉行伊丹播磨守の家老  
で、奉行所留守居役岡林伝右衛門  
義見の持仏を寄進したものと伝え  
る。  
13．立  地 下山之神台地の奥、給源寺・大山  
砥神社のならび。  
14．参 考 資 料 「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「佐渡相川の歴史」「佐渡年  
代記」  
15．所  見 裏山の四国八十人観音石仏を配置  
した太子堂がある。良寛の母親実  
家、大間町橘屋の菩掟所。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年3月27日  
ク13．2．21   
相川 22  
日蓮宗 光栄山 瑞仙寺  
相川町中寺町2番地  
青木練昇  
建造物管理良好 庫裏 住職居住  
宝蔵  
不祥  
寛永元年（1624）  
大豊陀羅  
新穂 根本寺  
本堂入母屋瓦葺き唐破風向拝付き  
切石土台 柱材 樫・桧。祖師堂   
金山山師味方但馬家次が、亡父家  
重の菩提のため建立した。  
中寺町に残る三寺の一つ。鶴子へ  
の旧道筋にある。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡年代記」「佐渡相川志」  
「佐渡相川の歴史」  
味方但馬家の墓地、明治の米騒動  
指導者小川久蔵等の塞がある。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月27日   
〃13．2．20  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
?、?
???
15．所  見   
16．調 査 員  
17．調査年月日  
相川 23  
日蓮宗 長光山 妙円寺  
相川町下寺町1番地の2  
吉田見全  
管理良好 本堂・庫裏・番神堂・  
祖師堂  
弘化3年焼失再建  
慶長元年（1596）  
大量陀羅  
佐和田町 妙照寺  
本堂は入母屋瓦葺き向拝付き 切  
石土台。柱材 樽・桧  
無し  
開基僧久成院日実により佐和田町  
鶴子四十物町建立。  
下寺町沢道から朱塗り山門を望  
む。段丘の中段。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
川志」「相川町誌」「佐渡相川の歴  
史」「佐渡年代記」  
15．所  見 鶴子から次助町へ、更に現在地と  
移っている（享保2年）。弘化3  
年火災に遭ったが、土蔵の焼け跡  
から桐箱に納めた祖師の直筆の大  
量陀薙が残った。  
16．調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年3月28日  
ク13．2．20  
1．Na  相川 24  
2．名  称  日蓮宗 栄久山 法輪寺  
3．所 在 地 相川町下寺町13番地  
4．管 理 者 大沢妙設  
5．現  状 建造物管理良好 庫裏 住職居住  
6．建築改築年代 不詳  
慶長9年（1604）  
大量陀羅  
新穂 根本寺  
本堂切り妻瓦葺き向拝流れ屋根付  
き、切石土台。柱材 樽・桧。  
町指定「金掘り絵馬」  
法久寺と昭和17年に合併する。味  
方与次右衛門一族の五輪塔在り。  
下寺町台地で、裏に道遊線が開通  
した。台地の寺では一番高い境内。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡年代記」「佐渡相川志」  
「佐渡相川の歴史」  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地   
14．参 考 資 料  
15．所  見 はじめ妙蓮寺といい、寛文9年妙  
輪寺と改称、元禄年間に再建。享  
保2年出水をうけ、寛保元年火災  
に遭い、明治元年廃寺、同10年復  
興。昭和17年に法久寺（元和8年  
開基）と合併、法輪寺と改称。寺  
院の来歴は多難である。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月27日   
〃13．2．20  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
ー192－   
1．No．  相川 25  
2．名  称  日蓮宗 妙法山 蓮長寺  
3．所 在 地 相川町下寺町19番地  
4．管 理 者 佐渡友恵隆  
5．現  状 管理良好 本堂・庫裏・番神堂  
6．建築改築年代 不詳  
7．開  基 元和5年（1619）  
8．本  尊 大量陀羅  
9．本 山 寺 京都 妙覚寺  
10．構造・材料 本堂は切り妻瓦葺き向拝付き 切石  
土台。柱材 樫・桧 庫裏 住職居住  
11．指  定 無し  
12．由  緒 始め上相川山の神町に建立し、蓮  
体寺と号したが寛文8年寺町に移  
転して現寺号に改める。その後来  
迎寺移転跡地を購入し、今の地に  
建立。不受布施派の僧で佐渡流罪  
となった日庭所持の畳陀羅が残る。  
13．立  地 下寺町台地の寺院が密集した中心  
地にある。  
14．参 考 資 料 「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「相川町誌」「佐渡相川の歴  
史」「佐渡年代記」  
15．所  見 庫裏は改築されて近代的になっている。  
始めの寺名 蓮林寺（境内案内帳）・蓮  
体寺（相川町誌）・蓮久寺（佐渡相川志）  
16，調 査 員 三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
17．調査年月日  平成12年4月4日  
ク13．2．20  
」???↑?
」旦 
）     5     10間 し」」  
1．No．  相川 26  
2．名  称  日蓮宗 栄光山 本典寺  
3．所 在 地 相川町下寺町6番地  
4．管 理 者 竹中智英  
建造物管理良好 庫裏  
延享4年再建以後不詳  
元和9年（1623）  
大量陀羅  
京都 要法寺  
本堂入母屋瓦葺き破風向拝付き、  
切石土台。柱材 樺・桧。庫裏  
なし  
元和9年本山第21世日淋渡海して  
この地に草庵を結び布教する。京  
の山田吉左衛門吉重京町に住み願  
主となり、寛永6年建立する。  
下寺町台地で、寺院の密集地。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡年代記」「佐渡相川志」  
「佐渡相川の歴史」  
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
見 本堂真には佐渡奉行荻原近江守重  15．所  
秀の供養塔、荻原源八郎乗秀の墓  
碑がある。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
ク13．2．20  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
－193－   
1．No．  相川 27  
2．名  称 日蓮宗 宝東山 玉泉寺  
3．所 在 地 相川町五郎左衛門町3－2番地  
4．管 理 者 笠井 日順  
管理良 本堂・庫裏。  
寛永年間移転再建  
慶長11年（1606）  
大量陀羅  
京都 妙顕寺  
本堂は入母屋瓦葺き向拝付き 切  
石土台。柱材 松、桧 庫裏  
無し  
本山13世日紹渡海下寺町に建立、  
寛永14年今の地に遷す。  
二町目真の段丘中段。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「相川町誌」「佐渡相川の歴  
史」「佐渡年代記」  
老桧も松食虫で枯死して淋しい。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日  
ク13．2．20  
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
15．所  見  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
1．No．  相川 28  
2．名  称 日蓮宗 光得山 円行寺  
3．所 在 地 相川町五郎左衛門町26番地  
4．管 理 者 佐渡友恵隆（兼務）  
5．現  状 建造物管理普通 本堂。庫裏  
6．建築改築年代 享保19年再建  
寛永元年（1624）  
大豊陀羅  
真野町 妙宣寺  
本堂切り妻瓦葺き破風向拝付き、  
切石土台。柱材 松・杉 庫裏  
なし  
創建の地不詳。開基僧円行日進と  
称す。  
三町目真の五郎左衛門町の段丘  
下。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡年  
代記」「佐渡相川志」「佐渡相川の  
歴史」  
明治元年廃寺、明治10年再興する。  
住職 蓮長寺の佐渡友恵隆が兼務  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月28日   
ク13．2．21  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒   
13．立  地   
14．参 考 資 料  
15．所  見   
16．調 査 員  
17．調査年月日  
〕8間 L⊥⊥ し」   
－194－  
1．No．  相川 29  
2．名  称 日蓮宗 法栄山 法泉寺  
3．所 在 地 相川町下山之神29  
4．管 理 者 吉田完隆（兼務）  
5．現  状 管理普通 本堂・庫裏。  
寛永年間移転再建  
寛永元年（1624）  
大量陀羅  
新穂村 根本寺  
本堂は切り妻瓦葺き向拝付き 切石  
土台。柱材 杉・桧 客殿・庫裏  
無し  
始め佐和田町五十里に開基建立。  
寛永6年下山之神町へ遷す。  
博物館上の下山之神台地先端。厳  
常寺坂と須灰谷に挟まれた高台。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「佐渡名勝志」「佐渡相川の  
歴史」「佐渡年代記」  
「佐渡名勝志」の撰述者伊藤玄基・  
編集者須田六左衛門宮守の墓所。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月27日   
〃13．2．21  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒   
13．立  地   
14．参 考 資 料  
15．所  見   
16．調 査 員  
17．調査年月日  
8       5間 ！！！！！！   
相川 30  
本門宗 戸河山 本興寺  
相川町下相川285番地  
富田義信  
建造物管理良好 本堂・庫裏・守  
護神堂 住職居住  
元治元年本堂再建  
永正3年（1506）  
大量陀羅  
富士市 本門寺  
本堂入母屋瓦葺き破風向拝付き、  
切石土台。柱材 樫・桧。 庫裏  
なし  
創建の地不詳、開基僧日儀と称す。  
下相川の段丘下部の一段高い所。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地  
14．参 考 資 料  
勝志」「佐渡相川志」「佐渡相川の  
歴史」  
15．所  見 明治元年廃寺、明治3年真野町世  
尊寺日達と檀家の熱意で再興す  
る。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月28日   
ク13．2．21  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
ー195－   
1．帖  相川 31  
2．名  称 曹洞宗 円通山 観音寺  
3．所 在 地 相川町下寺町5番地  
4．管 理 者 木戸恍  
管理良好 本堂・庫裏・宝蔵・納屋  
寛保2年焼失再建  
慶長19年（1614）  
正観音  
長野 根津 定津院  
本堂は切り妻瓦葺き向拝付き 切  
石土台。柱材 杉・桧  
無し  
5．現  状  
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料   
11．指  定  
12．由  緒  
±IごJ二ご′、－   
開基僧広沢、檀家の後藤寛翁深く  …  
帰依して、畳字を創建寄進したと  
伝える。明治始めに隣接していた  
金昌寺が廃寺になった際、当寺を  
合併す。同寺の持仏中に天保12年  
紀州徳川家より寄付せし千手観  
音・厨子とも精巧で現存する。  
下寺町台地の法然寺と本典寺の  
間。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡相  
川志」「佐渡名勝志」「佐渡相川の  
歴史」  
数少ない宗派である。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年4月4日   
ク13．2．20  
13．立  地   
14．参 考 資 料  
15．所  見  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
相川 32  
曹洞宗 青嶽山 給源寺  
相川町下山之神町3番地  
藤木莞爾  
建造物管理良好 本堂・庫裏 住  
職居住 山門改築   
元和5年（1619）  
正観音  
金井吉井 剛安寺  
本堂入母屋瓦葺き破風向拝付き、  
切石土台。柱材 樽・桧。 庫  
裏・納屋・山門  
なし  
一国の総録所に定める。  
下山之神町台地の大山祓神社に隣  
漬する。  
「佐渡国寺社境内案内帳」「佐渡名  
勝志」「佐渡相川志」「佐渡相川の  
歴史」  
佐渡奉行鋲目市左衛門惟明・飯塚  
伊兵衛英長・篠山十兵衛景義・鈴  
木市郎正恒の墓あり。平成12年、  
高安寺を吸収合併する。  
三浦啓作・鎌田直治・羽二生正夫  
平成12年3月27日   
ク13．2．21  
?????
????
?????????????
6．建築改築年代  
7．開  基  
8．本  尊  
9．本 山 寺  
10．構造・材料  
11．指  定  
12．由  緒  
13．立  地   
14．参 考 資 料  
15．所  見  
16．調 査 員  
17．調査年月日  
ー196－   
相川町廃寺寺院 （所在地を確認できる寺）  （佐渡相川志・相川町史）  恥1  
恥   名 称   所 在 地   開基年代   廃寺、合併、移転年代   付  記   
口  浄土宗 光明山 専念寺  相川町鍛冶町158   慶長元年（1596）  明治元年廃寺 来迎寺へ   但馬出石より渡海の単誉義自、中寺町大超寺と両寺建立   
2  浄土宗 金龍山 玄徳寺  ク  ク  181   慶長17年（1612）  明治元年廃寺  
3  日蓮宗 経王山 法華寺  ク  柄杓町3   慶長18年（1613）  廃転不明   
始め鍛冶町専念寺後に法華堂建立、貞事元年に柄杓町へ、境内も  
と御米蔵地、大正10年下寺町本敬寺跡へ移る   
4  浄土真宗東  専照寺  ク  奈良町5   元和元年（1615）  万行寺と合併万照寺となる  
5  曹洞宗  妙音寺  ク  ク  1   慶長11年（1606）  明治1元年廃寺、給源寺へ   給源寺の隠居寺として建立   
6  浄土真宗東  称名寺  ク  五郎右衛門町14  慶長18年（1613）  明治10年以後廃寺、長明寺へ入  開基僧浄心、越中船橋称名寺より渡海し建立   
7  ク  音争願寺  ク  次助町   開基不明   明暦年中に万行寺と合併   流人槍術師大岡源三郎父子の墓   
8  浄土宗 方明山 西光寺  ろ  ク   4   元和元年（1615）  慶応3年焼失源昌寺へ   境内に天神像あり沢根村地頭本間摂津守京都東福寺より勧請と  伝う。現在は大工町に移転   
9  日蓮宗 妙法山 覚性寺  ク  〃  10   寛永7年（1630）  明治始め頃朽潰   始め下山之神に建つ、元禄年中に現地に移る、境内に無宿の墓あり。   
10  臨済宗 大慈山 興禅寺  ク  上寺町桐木沢  慶長16年（1611）  廃寺年月不明   正保3年慈徳寺と合併   
田  日蓮宗 妙耀山 法久寺  ク  上寺町境沢  元和8年（1622）  昭和17年下寺町の妙輪寺と合併、法鮨寺となる  始め茶屋平出崎に建つ、寛永6年現在地に移る   
12  ク  法栄山 妙伝寺  ク  次助町稗畑  慶長9年（1604）  明治元年磐城へ移る   
始め上相川岩崎町に庵を結び法花寺と名付く、その後二度寺地を  
替え。享保2年に妙円寺移転跡に移す   
13  ク  ー乗山 妙法寺  ク   ク 樋道   寛永元年（1624）  大正14年山形へ移る  
14  浄土宗 日光山 源昌寺  ク  庄右衛門町39  慶長12年（1607）  復廃不明   「相川町誌」開基慶長13年   
15  浄土真宗東  万行寺  ク  諏訪町鉛坂  元和5年（1619）  専照寺と合併万照寺となる   誠証寺、安楽寺、浄願寺合併。奉行鈴木三郎九郎重祐の父の位牌   
16  浄土真宗西  広円寺  ク  六右衛門町42  元和元年（1615）  明治年間に大福寺に合併   始め上相川九郎右衛門町に建つ、善宗寺跡地へ移転   
17  浄土真宗東  善宗寺  〃   六右衛門町42  元和7年（1621）  元禄12年広円寺と合併  
18  浄土宗 光明山 広伝寺  ク  ク  35  元和3年（1617）  元の寺地不明、実相寺跡地に移る、明治元年広源寺へ入る  
19  真言宗  実相寺  ク   ク  35  開基不明   延宝6年に真宗広円寺に合す  
20  浄土宗 日没山 西念寺  ク  左門町 28  元和3年（1617）  昭和22年法念寺へ入る   始め下寺町現福泉寺境内に建つ   
21  浄土宗 南龍山 大超寺  ク  中寺町 9   元和9年（1623）  昭和17年以後に廃寺大安寺へ  
NG2  
22  日蓮宗 得栄山 善行寺  相川町中寺町大沢11  寛永5年（1628）  明治元年廃寺妙法寺へ   阿仏坊妙宣寺五重ノ塔を建てた日体上人の墓あり   
23  ク  妙体寺  ク 中寺町 23   寛永3年（1626）  慶応以前に廃寺 妙法寺へ  
24  真言宗  地蔵寺  ク  ク  29   慶長12年（1607）  正徳6年本寺相違寺と合併   始め上相川に建つ   
25  浄土宗  法蓮寺  ク  ク  26   寛永9年（1632）  安政年中に法然寺へ   現相違寺境内   
26  曹洞宗  円通寺  ク 下寺町11－2   開基不明   寛文年中に高安寺へ   高安寺の僧円通寺跡に宝塔を建てる   
27  曹洞宗  昌安寺  ク  ク  12   元和4年（1618）  明治元年廃寺、高安寺へ  
28  曹洞宗 大嶺山 高安寺  ク  ク  10－1   元和元年（1615）  平成12年廃寺、給源寺へ   小倉大納言突起父妻の供養塔あり   
29  音争土宗 鉄壁山 銀山寺  ク  ク  16   永正以前（～1504）  明治元年廃寺、法然寺へ   昔は無本寺、仏具に金山町と刻銘あり   
30  日蓮宗  正法寺  ク  ク  5－3   寛永5年（1628）  明治元年廃寺、円徳寺へ   円徳寺の記に当寺慶長8年5月15日開基とある   
31  浄土宗  定善寺  ク  ク  18   慶長年中（1596～1615）  明治元年廃寺、法然寺へ   「佐渡風土記」の編者永井次芳の墓あり   
32  浄土宗  法円寺  ク  ク   7－2   慶長11年（1606）  安政年中廃寺、法然寺へ   現在法然寺墓地   
33  曹洞宗 瑞龍山 大龍寺  ク  ク   8－2   元和元年（1615）  明治元年 潟上に移る  
34  日蓮宗 宝生山 円徳寺  ク  ク   2－4   慶長元年（1596）  明治34年長崎県へ移る  
35  日蓮宗 銀谷山 妙福寺  ク  ク  20   寛永14年（1637）  明治元年廃寺、円徳寺へ   円徳寺の記には開基は元和3年とある   
36  曹洞宗  金昌寺  ク  ク  3   慶長18年（1613）  明治元年廃寺、観音寺へ  
37  日蓮宗 長性山 本敬寺  ク  ク  21   慶長11年（1606）  大正9年 千葉県へ   応永19年沢根付に建立境内跡に不受布施派の流人日庭の墓あり   
38  日蓮宗 覚鷺山 妙輪寺  ク  ク 13－3   
円徳寺跡へ移り昭和17年に法久寺と合  妙宣寺五重塔を建てた番匠茂左衛門の墓、丹下左謄の作者長谷川  
慶長9年（1604）          併し法輪寺となる   海太郎の先祖の墓あり   
39  天台宗  本昌寺  ク 江戸沢町18   文禄元年（1592）  明治元年廃寺、弾誓寺へ   現塩竃神社境内。元禄までは一向宗。「相川町誌」開基元禄12年   
40  浄土真宗未  聞名寺  ク ー町目裏3－1   元和4年（1618）  明治元年廃寺 永宮寺へ   始め塩屋町に建立   
41  浄土宗 願王山 来迎寺  ク五郎左衛門町12  元和元年（1615）  昭和廃寺、広源寺へ   始め下寺町蓮長寺の所に建立。延宝2年五郎左衛門町へ   
42  天台宗 馬頭山 万福院  ク  ク   27   慶長19年（1614）  明治元年廃寺、住職は神官へ  金刀比羅神社別当寺「相川町誌」開基寛永17年   
???????
Nn3  
43  真言宗 日輪山・金光寺  相川町下戸村363  慶長6年（1601）  明治元年廃寺、住職は神職へ  現在北野神社境内 菅公の尊像を安置   
44  浄土宗 十王山 長安寺  ク  ク 124   慶長13年（1608）  明治元年廃寺、大安寺へ  
45  浄土真宗西  専法寺  ク 石和町 2   元和元年（1615）  安政以後数度の火災に遭い廃絶  
46  浄土真宗東  勝善寺  ク 炭屋町 34   元和8年（1622）  明治年中に常徳寺へ  
47  浄土宗 栄照山 厳常寺  ク 下山之神町28  寛永5年（1628）  明治元年専光寺へ   「相川町誌」には寛永元年開基   
48  曹洞宗 神龍山 長泉寺  ク  ク  39－2   元和7年（1621）  廃寺給源寺へ  
49  真言宗  遍照院  ク 下山之神   開基不明   元禄5年廃寺 現法泉寺墓地  
50  天台宗  教寿院  ク  ク 17   慶長12年（1607）  明治元年廃寺 住職神官へ   愛宕神社別当   
51  曹洞宗 沙麓山 大泉寺  ク 柴町 78－2   元和8年（1622）  明治10年以後に廃寺   信和会館となる、仏具有り   
52  曹洞宗  泉龍寺  ク  ク  74   開基不明   明暦2年廃寺大泉寺へ  
53  浄土宗 水金山 専光寺  ク 水金町79－3   元和6年（1620）  明治元年廃寺法然寺へ   境内に蔵奉行中村源蔵の墓あり   
54  浄土宗 海岸山 霊山寺  ク 下相川 864   慶長5年（1600）  廃寺年代不明法然寺へ   真の岩山に大百足が棲むという伝説あり   
55  真言宗 岩尾山 医王寺  ク 鹿伏   慶長17年（1612）  明治元年帰農   聖徳太子像安置、正保3年水田与左衛門太子堂再建  
???????
相川町廃寺寺院 （所在地未確定）  No.l 
Nα   名 称   所 在 地   開基年代   廃寺、合併、移転年代   付  記   
ロ  浄土真宗東  安楽寺   相川町山ノ内  天正年中誠証寺へ合併   「相川町誌」   
2  浄土真宗東  誠証寺  ク   ク  左沢  元禄年中万行寺へ入る   （佐渡相川志は証誠寺）「相川町誌」   
3  浄土真宗東  敬音寺  ク  上相川鍛治町  「相川町誌」（佐渡相川志に宗旨不分明とある）   
4  浄土真宗東金銀山 浄福寺  ク  上欄川田町  延宝、天和の噴赤泊へ移転   「旧赤泊村史」   
5  浄土真宗東  高源寺  ク   上相川本町  「相川町誌」（佐渡相川志に宗旨不分明とある）   
6  日蓮宗  本行寺  ク  上相川   元和4年（1618）  寛文9年（1669）本典寺へ入る  「相川町誌」   
7  臨済宗  慈徳寺  ク  上寺町境坂  正保3年（1鵬）退転（相川町誌は明暦中とある）  境内は興禅寺畑となる「佐渡相川志」   
8  浄土真宗東  三乗寺  ク  六右衛門町  「相川町誌」   
9  浄土真宗東  大唱寺  ′シ  ノク  「相川町誌」   
10  浄土真宗東  真数寺  ク  ク  「相川町誌」   
田  時 宗  極楽寺  ク  ノク  元禄以降に廃絶   「相川町誌」   
12  浄土真宗東  願泉寺  ク  米屋町   寛永2年（1625）  元禄年中柴町西入寺と合併   始め上相川九郎左衛門に建立「佐渡名勝志」「佐渡相川志」   
13  浄土真宗東  願正寺  ク  四十物町   慶長10年（1605）  金井町中興へ移る   「相川町誌」   
14  浄土真宗東  順光寺  ク  弥十郎町  寛永10年（1633）退転   同年願龍寺に合併「相川町誌」   
15  時 宗  大願寺  ク  弥十郎町   慶長13年（1608）  明治元年廃寺神官へ順光寺跡に建つ  「相川町誌」   
16  浄土真宗東  照見寺  ク  タ白町  元禄年中に朽ちて廃寺   「相川町誌」   
17  浄土真宗東  長党寺  ク  タ自町   慶安年中（1648～51）  寛文5年（1665）廃寺   宝物に祖師聖人御筆の十字名号があったと伝える「相川町誌」   
18  浄土宗  光照寺  ク  大阪町   慶長年中（1596～14）  享保9年（1724）真野町新町へ  「相川町誌」   
19  浄土宗  光善寺  ク  長坂町   元和年中（1615～23）  寛永7年（1630）小木町へ移転  「相川町誌」   
20  浄土宗西  専福寺  ク  中寺町南澤  慶長12年（1607）  元禄年中に朽潰   「相川町誌」   
21  日蓮宗  妙栄寺  〃  中寺町  「相川町誌」  
No.2 
22  真言宗  慈眼寺  相川町中寺町  宝暦2年（1752）沢根皇茶羅寺境へ  始め上相川に建立 「佐渡相川志」   
23  真言宗  見性寺  相川町中寺町  始め六右衛門町に建立 「佐渡相川志」   
24  浄土宗  安養寺  ク  下寺町   寛永10年 （1633）  延宝3年（1675）廃寺大安寺へ  「相川町誌」   
25  音争土真宗東  高専寺  ク   三町日  「佐渡相川志」   
26  浄土真宗東  浄徳寺  〃  下戸  寛文年中に永宮寺へ入る   「相川町誌」   
27  浄土真宗東  蓮正寺  ク  下戸  蓮熊寺又は蓮性寺と同じ寺か不明「相川町誌」   
28  音争土真宗東  妙願寺  ク  紙屋町  寛文年中に了円寺へ入る   「相川町誌」   
29  浄土真宗東  了円寺  ク  炭屋町上町  寛永13年（1636）  大正年中に廃寺住職は還俗   「相川町誌」   
30  天台宗  大光院  ク  上山之神町  慶長12年（1607）  元禄年中に破壊   「佐渡相川志」   
31  浄土真宗  光徳寺  ク  坂下町  「佐渡相川志」   
32  浄土真宗東  長願寺  ク  柴町  「佐渡相川志」   
33  浄土真宗  西入寺  ク  柴町  元禄年中に米屋町願泉寺に入る  「相川町誌」   
34  浄土宗  光明寺  ク  鹿伏   寛永6年 （1629）  寛文12年（1672）焼失し大安寺へ  「佐渡相川志」   
35  
36  
37  
38  
39  
40  
41  
42  
??????
廃寺 所在地、宗派等不明  Nα1  
Nα   名 称   所 在 地   開基年代   廃寺、合併、移転年代   付  記   
口  浄土真宗  正立寺  白根へ移る  「相川町誌」   
2  浄土真宗  教宗寺  「相川町誌」   
3  浄土真宗  勝安寺  「相川町誌」   
4  浄土真宗  霊正寺  「相川町誌」   
5  日蓮宗  感応寺  「相川町誌」   
6  日蓮宗  本照寺  「相川町誌」   
7  曹洞宗  長栄寺  「相川町誌」   
8  曹洞宗  西福寺  「相川町誌」   
9  曹洞宗  常徳寺  浄土真宗常徳寺（羽田町）と重複か 「相川町誌」   
10  曹洞宗  光徳寺  浄土真宗光徳寺（坂下町）と重複か 「相川町誌」   
四  真言宗  密蔵院  「相川町誌」   
12  真言宗  明王院  「相川町誌」   
13   長楽寺  相川町小右衛門町  「相川町誌」   
14   林光寺  ク 茶屋町  「佐渡相川志」   
15   教福寺  ク 諏訪町  「佐渡相川志」   
16   本庄寺  ク 六右衛門町  「佐渡相川志」   
17   来光寺  ク 大工町  「佐渡相川志」   
18   播磨寺  ク 南洋  「佐渡相川志」   
19   長楽寺  ク 山崎町  「佐渡相川志」   
20   西光寺  ク 石和町  浄土真宗西光寺（治助町）と重複か「佐渡相川志」   
21   正龍寺  「佐渡相川志」  
No.2 
22   蓮性寺  「佐渡相川志」   
23   荘厳寺  「佐渡相川志」   
24   正覚寺  「佐渡相川志」   
25   見正寺  「佐渡相川志」   
26   本正寺  「佐渡相川志」   
27  
28  
29  
30  
31  
32  
33  
34  
35  
36  
37  
38  
39  
40  
41  
42  
??〕???
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